
第143期

定時株主総会
招集ご通知

株主総会にご出席されない場合
インターネット等または書面により議決権をご行使くださ
いますようお願い申しあげます。

議決権行使期限
2023年６月28日（水曜日）午後６時まで

証券コード：7914

　第１号議案　剰余金の処分の件
　第２号議案　取締役７名選任の件
　第３号議案　監査役４名選任の件
　第４号議案　補欠監査役１名選任の件

決議事項
2023年６月29日（木曜日）午前10時
（受付開始：午前９時30分）

日 時

東京都文京区小石川四丁目14番12号
共同印刷株式会社本社１階ホール

場 所

共同印刷株式会社

株主総会資料の電子提供制度の開始について
会社法改正に伴い、これまで株主の皆さまに郵送にて
お届けしておりました株主総会資料は、本年の定時株
主総会より原則インターネット上のウェブサイトでご
覧いただくことになりました。
次のページでご案内の各ウェブサイトより、株主総会
資料をご確認くださいますよう、お願い申しあげます。



証券コード　7914
2023年6月7日

（電子提供措置の開始日2023年6月2日）
東京都文京区小石川四丁目14番12号

共同印刷株式会社
代表取締役社長　藤　森　康　彰

株　主　各　位

第143期定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。

さて、当社第143期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申しあげます。
本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記ウェブサイトに電子提供

措置事項を掲載しております。

　当社ウェブサイト　https://www.kyodoprinting.co.jp/ir_info/irdata/meeting.html  
なお、当社「企業サイト」トップ（https://www.kyodoprinting.co.jp/）からは、「IR情報」、「IR資料室」、  

「株主総会情報」の順に選択してご覧ください。

また、上記のほか、インターネット上の下記ウェブサイトにも掲載しております。

　東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）
　https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show 

上記ウェブサイトでは、銘柄名（会社名）「共同印刷」または証券コード「7914」にて検索し、  
「基本情報」、「縦覧書類／PR情報」の順に選択してご覧ください。

　三井住友信託銀行株式会社ウェブサイト（株主総会ポータル®）
　https://www.soukai-portal.net 

議決権行使書用紙にあるQRコードを読み取るか、ID・パスワードをご入力ください。  

※各ウェブサイトは定期メンテナンス等により一時的にアクセスできない状態となることがございます。
　閲覧できない場合は他のウェブサイトからご確認いただくか、時間をおいて再度アクセスしてください。

なお、当日ご出席されない場合は、インターネット等または書面により議決権を行使することができますので、
お手数ながら電子提供措置事項に掲載の株主総会参考書類をご検討いただき、「議決権行使についてのご案内」
をご参照のうえ、2023年6月28日（水曜日）午後6時までに議決権をご行使いただきたくお願い申しあげます。

 敬　具　

QRコードは
議決権行使書用紙に

ございます
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1 日 時 2023 年 6月 29日（木曜日）午前 10時

2 場 所 東京都文京区小石川四丁目 14番 12号
共同印刷株式会社本社１階ホール

3 目 的 事 項 報告事項	 1  第 143 期（2022 年 4 月 1 日から 2023 年 3 月 31 日まで）事業報
告の内容、連結計算書類の内容ならびに会計監査人および監査役会の
連結計算書類監査結果報告の件

 2 第 143 期（2022 年 4 月 1 日から 2023 年 3 月 31 日まで）計算書
類の内容報告の件

決議事項	 第 1号議案　剰余金の処分の件
 第 2号議案　取締役 7名選任の件
 第 3号議案　監査役 4名選任の件
 第 4号議案　補欠監査役 1名選任の件

◎ 当日ご出席の際は、お手数ながら議決権行使書用紙を、会場受付にご提出くださいますようお願い申しあげます。
◎ 電子提供措置事項のうち、次の事項につきましては、法令および当社定款第20条の規定に基づき、書面交付請求をいただいた株主さまに対し

て交付する書面には記載しておりません。したがって、書面交付請求をいただいた株主さまに対して交付する書面は、監査報告を作成するに
際し、監査役および会計監査人が監査をした対象書類の一部であります。

 ①事業報告の企業集団の現況に関する事項のうち「事業の経過および成果」、「対処すべき課題」、「財産および損益の状況の推移」、「主要な事
業内容」、「主要な営業所および工場等」、「従業員の状況」、「主要な借入先」、会社の株式に関する事項、会計監査人の状況、業務の適正を確保
するための体制（内部統制システム）および当該体制の運用状況、財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針等、
②計算書類、③連結計算書類のうち「連結株主資本等変動計算書」、「連結注記表」、④監査報告。

◎ 書面による議決権行使において、各議案に賛否の記載がない場合の取り扱いについては、賛成の意思表示があったものとしてお取り扱いいた
します。

◎ 複数回議決権を行使された場合、当社に最後に到達した行使を有効な議決権行使としてお取り扱いいたします。なお、インターネット等によ
る議決権行使と議決権行使書面が同日に到達した場合は、インターネット等によるものを有効な議決権行使としてお取り扱いいたします。

◎ 電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載させていただきます。
◎ 株主総会の運営に大きな変更が生じる場合には、当社ウェブサイト（https://www.kyodoprinting.co.jp/）にてお知らせいたします。

以　上

記
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議決権行使についてのご案内
下記のいずれかの方法により議決権の行使をお願い申しあげます。

当日ご出席による
議決権行使

議決権行使書用紙を会場受付にご
提出ください。

株主総会開催日時
2023年６月29日（木曜日）
午前10時

書面による議決権行使

議決権行使書用紙に各議案に対す
る賛否をご表示のうえ、ご返送く
ださい。

議決権行使期限
2023年６月28日（水曜日）
午後６時まで

議決権行使書用紙イメージ
第１号議案～第４号議案

●	賛成の場合「賛」の欄に○印
●	反対の場合「否」の欄に○印
（第２号議案、第３号議案について、一部の候
補者に異なる意思を表示される場合は、当該
候補者の番号をご記入ください。）

各議案に対して賛否の表示がない場合は、
「賛」の表示があったものとしてお取り扱い
いたします。

ご注意事項

インターネットによる 
議決権行使

株主総会ポータルURL
▶https://www.soukai-portal.net
議決権行使ウェブサイトも引き続きご利用
いただけます。
▶https://www.web54.net

議決権行使期限
2023年６月28日（水曜日）
午後６時まで

こちらの赤枠内に、
各議案の賛否を	
ご表示ください。

▼   インターネット等により議決権を行使される場合は、郵送によるお手続きは不要です。

▼  複数回議決権を行使された場合、当社に最後に到達した行使を有効な議決権行使としてお取り扱いいたします。なお、インター
ネット等による議決権行使と議決権行使書面が同日に到達した場合は、インターネット等によるものを有効な議決権行使とし
てお取り扱いいたします。

ご注意事項

　管理信託銀行等の名義株主さま（常任代理人さまを含みます。）につきましては、株式会社ＩＣＪが運営する
「議決権電子行使プラットフォーム」のご利用を事前に申し込まれた場合には、当社株主総会における電磁的方
法による議決権行使の方法として、上記のインターネットによる議決権行使以外に、当該プラットフォームを
ご利用いただくことができます。

機関投資家の
皆さまへ
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「議決権行使へ」をクリック！

●	一度議決権を行使した後で行使内容を変更される場合、議決権行使書
用紙に記載の「議決権行使コード」「パスワード」をご入力いただく
必要があります。

●	複数回議決権を行使された場合、当社に最後に到達した行使を有効な
議決権行使としてお取り扱いいたします。なお、インターネット等に
よる議決権行使と議決権行使書面が同日に到達した場合は、インター
ネット等によるものを有効な議決権行使としてお取り扱いいたします。

お問い合わせ
三井住友信託銀行　
証券代行ウェブサポート	
専用ダイヤル

0120-652-031
（受付時間　9時～21時）

ぜひQ&Aも
ご確認ください。

❶  議決権行使書用紙に記載のQR
コードを読み取ります。

❷  株主総会ポータルトップ画面
から「議決権行使へ」ボタン
をタップします。

❸  スマート行使®トップ画面が表示
されます。以降は画面の案内に
従って賛否をご入力ください。

スマートフォン等による議決権行使方法

インターネットによる
議決権行使方法のご案内

インターネット行使期限
2023年6月28日（水）午後6時

※	QRコードは（株）デンソーウェーブの
登録商標です。

ご注意事項

株主総会ポータルURL
▶https://www.soukai-portal.net

以下のURLより議決権行使書用紙に記載のログイン
ID・パスワードをご入力のうえアクセスしてください。
ログイン以降は画面の案内に従って賛否をご入力 
ください。

PC等による議決権行使方法

議決権行使ウェブサイトも引き続きご利用いただけます。
▶https://www.web54.net
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株主総会参考書類

第1号議案 剰余金の処分の件

剰余金の処分につきましては、株主の皆様への安定的な利益の還元と、今後の経営諸施策を勘案い
たしまして、以下のとおりとさせていただきたく存じます。

期末配当金に関する事項
① 配当財産の種類
 金銭といたします。
② 配当財産の割当てに関する事項およびその総額
 当社普通株式1株につき金50円といたします。

 この場合の配当総額は、395,296,700円となります。なお、これにより年間配当金は中間配当
金と合わせまして1株につき100円となります。

③　剰余金の配当が効力を生じる日
2023年6月30日といたします。

議案および参考事項
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第2号議案 取締役7名選任の件

本総会終結の時をもって、取締役7名全員が任期満了となります。つきましては、取締役7名の選任
をお願いするものであります。

取締役候補者は、次のとおりであります。

番号 氏名 現在の当社における地位および担当
指名報酬

委員会委員
（※）

1 再　任 藤
ふじ

森
もり

　康
よし

彰
あき

男性 代表取締役社長 監査室、秘書室担当 ◯

2 再　任 渡
わた

邉
なべ

　秀
ひで

典
のり

男性 取締役	
専務執行役員

グループコーポレート本部長
兼経営企画本部長 －

3 再　任 髙
たか

橋
はし

　孝
たか

治
はる

男性 取締役	
常務執行役員

生産統括本部、技術開発本
部、IT統括本部担当 －

4 新　任 大
おお	はし

橋　輝
てる	おみ

臣 男性 常務執行役員 情報セキュリティ事業本部長

5 再　任 髙
たか

岡
おか

　美
み

佳
か

女性
独立役員

社 外
取締役 ◎

6 再　任 内
ない

藤
とう

　常
つね

男
お

男性
独立役員

社 外
取締役 ◯

7 再　任 光
みつ

定
さだ

　洋
よう

介
すけ

男性
独立役員

社 外
取締役 －

（※） 指名報酬委員会は３名（うち社外取締役２名）で構成されており、◯は委員、◎は委員長を示します。（2023年
４月１日現在）

株主総会参考書類
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男性

男性

再 　 任藤
ふ じ

森
も り

	 康
よ し

彰
あ き

1
候 補 者 番 号

略歴、地位
1976年	 4月	 当社入社
1998年	 4月	 当社法務部長
2003年	 4月	 当社技術統括本部開発技術本部長兼法務部長
2004年	 4月	 当社技術統括本部長
2004年	 6月	 当社取締役技術統括本部長

2006年	 6月	 当社常務取締役
2010年	 6月	 当社専務取締役
2011年	 4月	 当社専務取締役兼経理部長
2011年	 5月	 当社専務取締役
2013年	 6月	 当社代表取締役社長（現任）

担当
監査室、秘書室

　同氏は、入社以来、法務・知的財産部門、技術統括部門における要職を歴任し、現在では、業務執行の最高責任者である代表取締役
社長としての経営全般に関する豊富な経験と知見を有しております。今後も当社の経営上の重要な意思決定および業務執行の監督といった
取締役の職務を担うにふさわしい人物であると判断し、引き続き取締役候補者といたしました。

取締役候補者とした理由  

再 　 任渡
わ た

邉
な べ

	 秀
ひ で

典
の り

2
候 補 者 番 号

略歴、地位
1982年	 4月	 株式会社第一勧業銀行 

（現株式会社みずほ銀行）入行 
2006年	 3月	 株式会社みずほコーポレート銀行　

ALM部米州資金室長 
2009年	 4月	 同行グローバルクレジット投資部長
2011年	 4月	 当社入社 
2011年	 5月	 当社経理部長
2011年	 6月	 当社取締役経理部長
2012年	10月	 当社取締役経理部長兼法務部長

2013年	 4月	 当社取締役経理部長
2014年	 6月	 当社取締役経営管理本部長
2016年	 6月	 当社取締役常務執行役員経営企画本部長
2020年	 4月	 当社取締役専務執行役員
  グループコーポレート本部長
2022年	 4月	 当社取締役専務執行役員
  グループコーポレート本部長
  兼経営企画本部長（現任）

生年月日 所有する当社の株式数 取締役会出席回数 在任期間
1959年9月3日生 5,900株 18回／18回 12年（本総会終結時）

取締役候補者とした理由  
　同氏は、経理部長、法務部長、経営管理本部長、経営企画本部長を歴任し、現在では、取締役 専務執行役員としてグループコーポ
レート本部長と経営企画本部長を務めており、経営全般に関する豊富な経験と知見を有しております。今後も当社の経営上の重要な意思決
定および業務執行の監督といった取締役の職務を担うにふさわしい人物であると判断し、引き続き取締役候補者といたしました。

生年月日 所有する当社の株式数 取締役会出席回数 在任期間
1949年5月20日生 17,500株 18回／18回 19年（本総会終結時）

株主総会参考書類
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男性
再 　 任髙

た か

橋
は し

	 孝
た か

治
は る

3
候 補 者 番 号

略歴、地位
1985年	 4月	 当社入社
2006年	 4月	 当社本社製造事業部 

印刷加工本部五霞工場長
2011年	 4月	 当社出版商印製造事業部製造本部長
2013年	 4月	 当社施設環境部長
2016年	 4月	 当社生産統括本部長

2016年	 6月	 当社執行役員生産統括本部長
2019年	 4月	 当社上席執行役員生産統括本部長
2021年	 4月	 当社常務執行役員生産統括本部長
2021年	 6月	 当社取締役常務執行役員生産統括本部長
2023年	 4月 当社取締役常務執行役員（現任）

担当
生産統括本部、技術開発本部、IT統括本部

　同氏は、主に製造部門における要職を歴任し、現在では、取締役常務執行役員として生産統括本部、技術開発本部およびIT統括本部
を担当しており、経営全般に関する豊富な経験と知見を有しております。今後も当社の経営上の重要な意思決定および業務執行の監督とい
った取締役の職務を担うにふさわしい人物であると判断し、引き続き取締役候補者といたしました。

取締役候補者とした理由  

生年月日 所有する当社の株式数 取締役会出席回数 在任期間
1962年8月7日生 2,400株 18回／18回 2年（本総会終結時）

新 　 任
男性大

お お

橋
は し

	 輝
て る

臣
お み

4
候 補 者 番 号

略歴、地位
1987年	 4月 当社入社
2011年	 4月 当社ビジネスメディア事業部事業企画部長
2013年	 4月 当社ビジネスメディア事業部営業企画部長
2016年	 4月 当社経営企画本部総合企画部長
2018年	 4月 当社執行役員ビジネスメディア事業部

副事業部長

2019年	 4月 当社執行役員ビジネスメディア事業部長
2020年	 4月 当社上席執行役員ビジネスメディア 

事業部長
2021年	 4月 当社常務執行役員情報セキュリティ 

事業本部長（現任）

　同氏は、主に情報セキュリティ部門や経営企画部門における要職を歴任し、現在では、常務執行役員として情報セキュリティ事業本部長
を務めており、経営全般に関する豊富な経験と知見を有しております。今後は当社の経営上の重要な意思決定および業務執行の監督とい
った取締役の職務を担うにふさわしい人物であると判断し、新たに取締役候補者といたしました。

取締役候補者とした理由  

生年月日 所有する当社の株式数 取締役会出席回数 在任期間
1963年12月2日生 15,671株 － －

株主総会参考書類
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女性

再 　 任髙
た か

岡
お か

	 美
み

佳
か

5
候 補 者 番 号

略歴、地位
2001年	 4月	 大阪市立大学経済研究所助教授
2002年	 4月	 立教大学経済学部助教授	
2006年	 4月	 立教大学経営学部助教授	
2007年	 4月	 立教大学経営学部准教授	
2009年	 4月	 立教大学経営学部教授（現任） 

2011年	 5月	 	株式会社ファミリーマート社外監査役
2014年	 5月	 株式会社TSIホールディングス社外取締役
2014年	 6月	 株式会社モスフードサービス社外取締役（現任）
2015年	 6月	 当社社外取締役（現任）	
2018年	 6月	 SGホールディングス株式会社社外取締役（現任）
2019年	 5月	 ユニー・ファミリーマート 

ホールディングス株式会社 
（現株式会社ファミリーマート） 
社外取締役

生年月日 所有する当社の株式数 取締役会出席回数 在任期間
1968年6月19日生 ０株 17回／18回 8年（本総会終結時）

社外取締役候補者とした理由および期待される役割の概要  
　同氏は、大学教授として経営学等の専門的な知識を有しており、また、当社ならびに他社の社外役員を務めるなど、豊富な経験と知見を
有しております。こうした豊富な経験に基づく、業務執行を行う取締役から独立した客観的な立場からの有益な意見や指摘は当社にとって
貴重であり、加えて経営戦略全般に関する専門的な視点から、取締役の業務執行に対する監督、助言等をいただくことが期待できるため、
当社の社外取締役に適任であると判断し、引き続き社外取締役候補者といたしました。同氏が選任された場合は、指名報酬委員会委員長
として、役員の選解任、役員報酬制度等について審議いただき、客観性、透明性の高いガバナンス体制の構築に関与いただく予定です。
また、筆頭独立社外取締役として、独立役員会の議長を務めるとともに、同会議の意見や提言を取締役会に伝えることを通じて、取締役会
の議論活性化を推進していただく予定です。
　なお、同氏は社外役員となること以外の方法で会社経営に関与されたことはありませんが、上記の理由により社外取締役候補者として適
任であると判断しております。

社 外独立役員

立教大学経営学部教授
株式会社モスフードサービス	社外取締役
SGホールディングス株式会社	社外取締役

重要な兼職の状況

株主総会参考書類
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内
な い

藤
と う

	 常
つ ね

男
お

6
候 補 者 番 号

略歴、地位
1972年	 4月	 住友商事株式会社入社
1996年	 1月	 株式会社エス・シー・エー・タバコ 

代表取締役専務営業本部長
2000年	 4月	 住友商事株式会社農水産本部嗜好品事業部長
2000年	 8月	 同社物流保険事業本部物流保険総括部長
2001年	 4月	 同社物流保険事業本部物流企画営業部長

2004年	 4月	 同社執行役員物流保険事業本部長
2006年	 4月	 住商グローバル・ロジスティクス株式会社

代表取締役社長
2009年	 4月	 千葉共同サイロ株式会社代表取締役社長
2016年	 6月	 当社社外取締役（現任）

生年月日 所有する当社の株式数 取締役会出席回数 在任期間
1949年5月17日生 ０株 18回／18回 7年（本総会終結時）

再 　 任

社外取締役候補者とした理由および期待される役割の概要  
　同氏は、複数の事業法人において企業経営に携わった実績があり、それにより培われた豊富な経験と知見を有しております。こうした豊
富な経験に基づく、業務執行を行う取締役から独立した客観的な立場からの有益な意見や指摘は当社にとって貴重であり、加えて企業経
営全般に関する専門的な視点から、取締役の業務執行に対する監督、助言等が期待できるため、当社の社外取締役に適任であると判断
し、引き続き社外取締役候補者といたしました。また、同氏が選任された場合は、指名報酬委員会委員として、役員の選解任、役員報酬
制度等について審議いただき、客観性、透明性の高いガバナンス体制の構築に関与いただく予定です。

社 外独立役員男性

株主総会参考書類
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光
み つ

定
さ だ

	 洋
よ う

介
す け

7
候 補 者 番 号

略歴、地位
1986年	 4月	 株式会社日本債券信用銀行 

（現株式会社 あおぞら銀行）入行
1999年	10月	 ユニゾン・キャピタル株式会社入社
2002年	 5月	 株式会社東ハト監査役
2002年	 7月	 有限会社ボルサ取締役（現任）
2004年	 5月	 株式会社ドラッグイレブン監査役
2004年	 6月	 オリエント信販株式会社監査役
2004年	 6月	 株式会社マインマート・ 

ホールディングス監査役
2005年	 3月	 あすかアセットマネジメントリミテッド 

（現あいざわアセットマネジメント 
株式会社）入社

2007年	 4月	 産業能率大学経営学部准教授

2012年	 4月	 産業能率大学経営学部教授（現任）
2013年	 7月	 あすかアセットマネジメント株式会社 

（現あいざわアセットマネジメント 
株式会社）入社

2013年	 8月	 あすかコーポレイトアドバイザリー 
株式会社取締役ファウンディング 
パートナー（現任）

2016年	11月	 夢の街創造委員会株式会社 
（現株式会社出前館）社外取締役

2019年	 6月	 株式会社ファイズ 
（現ファイズホールディングス株式会社） 
社外取締役（現任）

2021年	 6月	 当社社外取締役（現任）

生年月日 所有する当社の株式数 取締役会出席回数 在任期間
1963年12月24日生 0株 18回／18回 2年（本総会終結時）

社外取締役候補者とした理由および期待される役割の概要  
　同氏は、複数の投資会社においてファイナンス、投資・M&Aに関する実務に携わった実績があり、また、他社の社外役員を務めるなど、
豊富な経験と知見を有しております。こうした豊富な経験に基づく、業務執行を行う取締役から独立した客観的な立場からの有益な意見や
指摘は当社にとって貴重であり、加えてコーポレートファイナンス全般に関する専門的な視点から、取締役の業務執行に対する監督、助言
等が期待できるため、当社の社外取締役に適任であると判断し、引き続き社外取締役候補者といたしました。また、同氏が選任された場合
は、独立役員会委員として、客観的な立場から、コーポレートガバナンス強化に向けた取締役会との連携強化に関与いただく予定です。

社 外独立役員

産業能率大学経営学部教授
ファイズホールディングス株式会社	社外取締役

重要な兼職の状況

再 　 任

男性

株主総会参考書類
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（注） 1. 各取締役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
 2. 髙岡美佳、内藤常男および光定洋介の各氏は、会社法施行規則第2条第3項第7号に定める社外取締役候補者であります。
  また、各氏は株式会社東京証券取引所の定める独立役員の要件に加え、当社が独自に定める独立性判断基準を満たしております。
 3. 当社は髙岡美佳、内藤常男および光定洋介の各氏との間で定款第31条の規定に基づき、会社法第423条第1項の責任について、法令

が定める額を限度として責任を負担する責任限定契約を締結しており、各氏の選任が承認可決された場合、上記責任限定契約を継続
する予定であります。

 4. 当社は、役員が職務の遂行にあたり、期待される役割を十分に発揮できるようにするとともに、有用な人材を迎えることができるよ
う、取締役全員を被保険者として、会社法第430条の3第1項に規定する役員等賠償責任保険（D&O保険）契約を締結しており、保険
料は全額当社が負担しております。本議案が原案どおりに承認された場合には、各候補者は当該保険契約の被保険者となります。

  当該保険契約は主契約と条件差保険をそれぞれ締結しており、当社取締役を含む被保険者である役員等がその職務の執行に関し責任
を負うこと、または、当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害について填補することとしております。
ただし、法令違反の行為であることを認識して行った行為に起因して生じた損害は填補されない等、一定の免責事由があり、被保険
者の職務の執行の適正性が損なわれないようにするための措置を講じております。なお、各候補者の任期途中である2023年9月に当
該保険契約を同内容で更新する予定であります。

 5. 髙岡美佳氏が2019年5月から2021年2月まで社外取締役に就任していた株式会社ファミリーマートにおいて、同社は、同社オリジナ
ル商品（食パン）のパッケージに不当景品類及び不当表示防止法（以下「景品表示法」といいます。）で禁止されている優良誤認表示
があるとして、2020年3月30日付けで、消費者庁より景品表示法に基づく措置命令を受けております。同氏は、事前には当該違反行
為を認識しておりませんでしたが、平素から取締役会等において、法令遵守を徹底するよう発言を行っており、また、当該違反行為
判明後には、原因究明および再発防止策等に関して助言、意見表明を行うなど、その職責を果たしております。

株主総会参考書類
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ご参考

取締役の選任に関する方針と手続について
当社は、適切な監督、意思決定を行うため、取締役会構成メンバーの多様性を確保するとともに、

取締役会の規模の適正化に努めております。取締役会は、豊富な業務経験と専門性を有する社内取締
役と、株主の利益を重視し高い専門性を活かして経営陣を監督する独立社外取締役で構成されており、
知識、経験、能力等のバランスを総合的に考慮しております。また、独立社外取締役は複数名を選任
し、東京証券取引所が定める独立役員の基準に加え、当社が独自に定める独立性判断基準の要件を満
たす者としています。上記方針に基づき、取締役会にて取締役候補者を決定しております。なお、取
締役候補者の選任に当たっては、取締役会の任意の諮問機関として、委員の過半数を独立社外取締役
で構成し、委員長を独立社外取締役とする、指名報酬委員会が取締役会からの諮問を受けて審議を行
い、取締役会が指名報酬委員会の答申を尊重することで、決定手続の客観性・透明性の向上に努めて
おります。

また、事業年度ごとの経営責任を明確化するため、取締役の任期は１年としており、業績評価が一
定基準を下回った社内取締役は、固定報酬を最大20％減額するとともに、指名報酬委員との面談や、
退任を含む合理的な措置をとることで、経営と組織の健全性維持を図っております。（当社の役員報酬
制度の詳細に関しては、電子提供措置事項の事業報告「3 会社役員に関する事項（４） 当事業年度に
係る取締役および監査役の報酬等の額」に掲載しております。）

なお、当社の社外役員の独立性判断基準は、当社ウェブサイト
https://www.kyodoprinting.co.jp/ir_info/stockholder/pdf/criteria_for_judging_the_independence_of_outside_officers.pdf
に掲載しております。

株主総会参考書類
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ご参考

当社は、経営戦略に照らして取締役、監査役に期待する専門性および経験等を整理することで、知
識・経験・能力のバランスが適切な形となる役員構成にしております。

第２号議案および第３号議案が承認された場合、監査役も含めた役員の構成は次のとおりとなります。

氏名
当社が期待する専門性および経験等

企業経営・
経営戦略

営業・
マーケティング

生産・ 
技術・IT 国際ビジネス

法務・
リスクマネジメント・

ガバナンス
財務・会計・
ファイナンス

取締役

藤森　康彰 男性 ● ● ● ●

渡邉　秀典 男性 ● ● ● ●

髙橋　孝治 男性 ● ●

大橋　輝臣 男性 ● ● ● ●

髙岡　美佳 女性 独立役員
社 外 ● ●

内藤　常男 男性 独立役員
社 外 ● ● ●

光定　洋介 男性 独立役員
社 外 ● ● ● ●

監査役

塩澤　幹彦 男性 ● ●

秋元　秀夫 男性 ● ●

古谷　昌彦 男性 独立役員
社 外 ● ● ● ●

新島由未子 女性 独立役員
社 外 ● ●

※ 上記の一覧表は、対象者の有する全ての専門性や経験等を表すものではありません。

以上

株主総会参考書類
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第3号議案 監査役4名選任の件

本総会終結の時をもって、監査役4名全員が任期満了となります。つきましては、監査役4名の選任
をお願いするものであります。
なお、本議案につきましては、監査役会の同意を得ております。
監査役候補者は、次のとおりであります。

再 　 任塩
し お

澤
ざ わ

	 幹
み き

彦
ひ こ

1
候 補 者 番 号

略歴、地位
1980年	 4月	 当社入社
2014年	 6月	 当社経理部長

2018年	 4月	 当社経理部勤務
2018年	 6月	 当社常勤監査役（現任）

生年月日 所有する当社の株式数
出席回数

在任期間取締役会 監査役会
1958年3月6日生 2,200株 18回／18回 15回／15回 5年（本総会終結時）

監査役候補者とした理由  
　同氏は、財務および会計部門に長く携わり、豊富な経験と幅広い知見を有しております。また、監査役として、客観的かつ中立的な立場
で取締役の業務執行を監督しており、今後も監査役としての職務を適切に遂行できるものと判断し、引き続き監査役候補者といたしました。

男性

株主総会参考書類
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秋
あ き 	 も と

元	 秀
ひ で

夫
お

略歴、地位
1985年	 4月 当社入社
2007年	 2月 株式会社コスモグラフィック 

取締役経理部長
2008年	10月 当社経営管理本部事業管理部長
2016年	 4月 当社人事部長

2016年	 6月	 当社執行役員人事部長
2019年	 4月	 当社上席執行役員人事部長
2022年	 4月	 当社常勤顧問
2022年	 6月	 当社常勤監査役（現任）

生年月日 所有する当社の株式数
出席回数

在任期間取締役会 監査役会
1960年11月3日生 1,900株 14回／14回 10回／10回 1年（本総会終結時）

監査役候補者とした理由  
　同氏は、主に経営管理部門に長く携わり、豊富な経験と幅広い知見を有しております。また、監査役として、客観的かつ中立的な立場で
取締役の業務執行を監督しており、今後も監査役としての職務を適切に遂行できるものと判断し、引き続き監査役候補者といたしました。

2
候 補 者 番 号

再 　 任

再 　 任

男性

男性3
候 補 者 番 号

古
ふ る

谷
た に

	 昌
ま さ

彦
ひ こ

略歴、地位
1980年	 4月	 株式会社第一勧業銀行 

（現株式会社みずほ銀行）入行
1998年	 6月	 マサチューセッツ工科大学経営学修士課程修了
2003年	 4月	 株式会社みずほコーポレート銀行 

アジア業務管理部長
2006年	 3月	 株式会社みずほ銀行 

コーポレートファイナンス部長
2007年	 4月	 同行執行役員 

コーポレートファイナンス部長
2009年	 4月	 同行常務執行役員
2011年	 4月	 同行常務取締役

2012年	 4月	 アメリカンファミリー ライフ アシュアランス カンパニー 
オブ コロンバス（アメリカンファミリー生命保険会社） 
日本支社専務執行役員

2013年	 7月	 同社副社長
2015年	 6月	 株式会社データ・キーピング・サービス 

副社長執行役員
2016年	 1月	 同社代表取締役社長
2019年	 6月 当社社外監査役（現任）
2022年	 6月 株式会社データ・キーピング・サービス 

顧問
2022年	 7月 清和綜合建物株式会社顧問（現任）

生年月日 所有する当社の株式数
出席回数

在任期間取締役会 監査役会
1957年9月24日生 0株 18回／18回 15回／15回 4年（本総会終結時）

社外監査役候補者とした理由  
　同氏は、複数の事業法人において企業経営に携わった実績があり、豊富な経験と幅広い知見を有しております。また、監査役として、客
観的かつ中立的な立場で取締役の業務執行を監督しており、今後も監査役としての職務を適切に遂行できるものと判断し、引き続き社外
監査役候補者といたしました。

社 外独立役員
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4
候 補 者 番 号

新
に い

島
じ ま

	 由
ゆ

未
み

子
こ

略歴、地位
2009年	12月 弁護士登録
2010年	 1月 山田法律特許事務所入所（現任）
2018年	 4月 株式会社丹青社社外取締役 

（監査等委員）（現任）

2021年	 6月 野村マイクロ・サイエンス株式会社 
社外取締役（監査等委員）（現任）

2021年	 9月 公認不正検査士登録

生年月日 所有する当社の株式数
出席回数

在任期間取締役会 監査役会
1981年2月12日生 0株 － － －

社外監査役候補者とした理由  
　同氏は、弁護士として企業法務に関する高度な専門知識を有しており、また、他社の社外役員を務めるなど、豊富な経験と知見を有して
おります。これらを当社の監査に活かし、客観的かつ中立的な立場で取締役の業務執行を監督できると判断し、社外監査役候補者といたし
ました。
　なお、同氏は社外役員となること以外の方法で会社経営に関与されたことはありませんが、上記の理由により社外監査役候補者として適
任であると判断しております。

 
（注） 1. 各監査役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
 2. 古谷昌彦および新島由未子の両氏は、会社法施行規則第2条第3項第8号に定める社外監査役候補者であります。
  また、両氏は株式会社東京証券取引所の定める独立役員の要件に加え、当社が独自に定める独立性判断基準を満たしております。
 3. 当社は、古谷昌彦氏との間で定款第42条の規定に基づき、会社法第423条第1項の責任について、法令が定める額を限度として責任

を負担する責任限定契約を締結しており、同氏の選任が承認可決された場合、上記責任限定契約を継続する予定であります。また、
新島由未子氏の選任が承認可決された場合、同氏との間で同様の責任限定契約を締結する予定であります。

 4. 当社は、役員が職務の遂行にあたり、期待される役割を十分に発揮できるようにするとともに、有用な人材を迎えることができるよ
う、監査役全員を被保険者として、会社法第430条の3第1項に規定する役員等賠償責任保険（D&O保険）契約を締結しており、保険
料は全額当社が負担しております。本議案が原案どおりに承認された場合には、各候補者は当該保険契約の被保険者となります。当
該保険契約は主契約と条件差保険をそれぞれ締結しており、当社監査役を含む被保険者である役員等がその職務の執行に関し責任を
負うこと、または、当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害について填補することとしております。
ただし、法令違反の行為であることを認識して行った行為に起因して生じた損害は填補されない等、一定の免責事由があり、被保険
者の職務の執行の適正性が損なわれないようにするための措置を講じております。なお、各候補者の任期途中である2023年9月に当
該保険契約を同内容で更新する予定であります。

 5. 当社は、日本年金機構が発注する特定データプリントサービスの入札等に関して、遅くとも2016年5月6日から2019年10月7日まで
の間に、独占禁止法第3条（不当な取引制限の禁止）の規定に違反する行為があったとして、2022年3月3日、公正取引委員会より、
排除措置命令および課徴金納付命令を受けております。当該違反行為期間に社外監査役として在任中であった古谷昌彦氏は、当該違
反行為期間中に当該違反行為を認識しておりませんでしたが、平素から取締役会等において、法令遵守を徹底する発言を行っており、
また当該違反行為判明後には、原因究明および再発防止策ならびに社内ルールの整備等に関して助言、意見表明を行うなど、その職
責を果たしております。

社 外独立役員

重要な兼職の状況
株式会社丹青社	社外取締役（監査等委員）
野村マイクロ・サイエンス株式会社	社外取締役（監査等委員）

女性

新 　 任

株主総会参考書類
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第4号議案 補欠監査役1名選任の件

 以　　上

補欠監査役公文敬氏は、本総会開始の時をもって選任の効力が失効いたします。
つきましては、法令に定める監査役の員数を欠くことになる場合に備えて、会社法第329条第3項に

定める補欠監査役1名の選任をお願いするものであります。
なお、選任された補欠監査役につきましては、就任前に限り、監査役会の同意を得て取締役会の決

議により、その選任を取消すことができるものとさせていただきます。また、本議案につきましては、
監査役会の同意を得ております。

補欠監査役候補者は、次のとおりであります。

（注） 1. 德岡卓樹氏と当社との間に特別の利害関係はありません。
 2. 德岡卓樹氏は、補欠の社外監査役候補者であります。
 3. 德岡卓樹氏を補欠の社外監査役候補者とした理由は、弁護士として企業法務に関する高度な専門知識と豊富な経験を有しており、社

外監査役に就任された場合に当社の監査業務に活かしていただくためであります。
 4. 德岡卓樹氏が社外監査役に就任した場合には、定款第42条の規定に基づき、会社法第423条第1項の責任について、法令が定める額

を限度として責任を負担する責任限定契約を締結する予定であります。
 5. 当社は、役員が職務の遂行にあたり、期待される役割を十分に発揮できるようにするとともに、有用な人材を迎えることができるよ

う、監査役全員を被保険者として、会社法第430条の3第1項に規定する役員等賠償責任保険（D&O保険）契約を締結しており、保険
料は全額当社が負担しております。德岡卓樹氏が社外監査役に就任した場合には、同氏は当該保険契約の被保険者となります。当該
保険契約は主契約と条件差保険をそれぞれ締結しており、当社監査役を含む被保険者である役員等がその職務の執行に関し責任を負
うこと、または、当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害について填補することとしております。た
だし、法令違反の行為であることを認識して行った行為に起因して生じた損害は填補されない等、一定の免責事由があり、被保険者
の職務の執行の適正性が損なわれないようにするための措置を講じております。

 6. 德岡卓樹氏は、当社の現任の社外監査役であり、社外監査役に就任してから本総会終結の時をもって8年となります。
 7. 当社は、日本年金機構が発注する特定データプリントサービスの入札等に関して、遅くとも2016年5月6日から2019年10月7日まで

の間に、独占禁止法第3条（不当な取引制限の禁止）の規定に違反する行為があったとして、2022年3月3日、公正取引委員会より、
排除措置命令および課徴金納付命令を受けております。当該違反行為期間に社外監査役として在任中であった德岡卓樹氏は、当該違
反行為期間中に当該違反行為を認識しておりませんでしたが、平素から取締役会等において、法令遵守を徹底する発言を行っており、
また当該違反行為判明後には、原因究明および再発防止策ならびに社内ルールの整備等に関して助言、意見表明を行うなど、その職
責を果たしております。

德
と く

岡
お か

	 卓
た か

樹
き

略歴、地位
1981年	 4月	 弁護士登録 ブレークモア法律事務所入所
1985年	 6月 ハーバード法科大学院修士課程修了
1985年	 9月 サリヴァン・アンド・クロムウェル法律事務所出向
1989年	 1月	 野村證券株式会社出向

1993年	 3月	 日本リーバ株式会社社外監査役
1996年	 3月	 日本イーライリリー株式会社社外監査役
2015年	 6月	 当社社外監査役（現任）
2018年	 2月	 東京丸の内法律事務所入所（現任）

生年月日 所有する当社の株式数
1952年10月10日生 0株

男性

株主総会参考書類
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第143期（2023年3月期）　業績の概要（連結）
第142期

2022年3月期
第143期

2023年3月期 前期比

売上高 （百万円） 88,416 93,363 5.6%増
営業利益 （百万円） 756 775 2.5%増
経常利益 （百万円） 1,298 1,289 0.7%減
親会社株主に帰属する 
当期純利益 （百万円） 683 1,253 83.2%増

情報コミュニケーション
（出版印刷、一般商業印刷、電子書籍など）

売上高 35,134百万円 （前期比5.1％増）
営業利益 △197百万円 （前期は△186百万円）
出版印刷関連は、各種の付録、販促物、グッズなどのコンテンツ周
辺領域が増加しましたが、定期刊行物を中心に雑誌が低調、単行本
なども伸び悩み、前期並みとなりました。一般商業印刷関連は、
POP等の店頭販促関連、カタログや情報誌が好調、ウェブサイト
やコンテンツ制作などのデジタル分野も増加し、前期を上回りました。

生活・産業資材
（紙器、軟包装、チューブ、ブローボトル、産業資材など）

売上高 30,076百万円 （前期比7.4％増）
営業利益 172百万円 （前期比40.0％増）
紙器は、食品向けが順調、軟包装は、即席麺向けの好調に加え、リ
キッドパッケージも増加し、いずれも前期を上回りました。チュー
ブは、化粧品向けが回復し前期を上回った一方、調味料向けが伸び
悩み、前期並みとなりました。産業資材は、医薬品向けが好調で前
期を上回りました。

情報セキュリティ
（データプリント、BPO、証券類、各種カード、決済ソリューションなど）

売上高 25,943百万円 （前期比3.0%増）
営業利益 758百万円 （前期比17.0%増）
データプリントは、自治体向けの新型コロナウイルス感染症関連が
好調、BPOは、各種試験関係やヘルスケア分野が好調でいずれも
前期を上回りました。証券類も鉄道乗車券の回復傾向により、前期
を上回りました。一方、カードは交通系、金融系ともに前期を下回
りました。

その他
（物流業務、不動産管理など）

売上高 2,209百万円 （前期比22.9％増）
営業利益 293百万円 （前期は15百万円）
物流業務の堅調な推移と不動産賃貸収入の増加により、前期を上回
りました。

売上高（連結）
93,363百万円

セグメント別の状況

■	情報コミュニケーション
	 	35,134百万円	 37.6%

■	情報セキュリティ
	 	25,943百万円 27.8%

■	生活・産業資材
	 	30,076百万円	 32.2%

■	その他
	 	 2,209百万円 2.4%

業績サマリー
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連結貸借対照表の概要	 （百万円）

第142期
2022年3月期末

第143期
2023年3月期末

流動資産 44,025 45,912
固定資産 85,095 77,558
　資産合計 129,121 123,471
流動負債 44,531 33,800
固定負債 23,312 31,951
　負債合計 67,843 65,751
　純資産合計 61,277 57,720
　負債純資産合計 129,121 123,471

現金および
現金同等物の
期首残高

8,890

23,413

営業活動による
キャッシュ・フロー

△4,420

投資活動による
キャッシュ・フロー

△17,359

財務活動による
キャッシュ・フロー

10,500

現金および
現金同等物の
期末残高

第143期
（2022年4月1日から2023年3月31日まで）

（百万円）
連結キャッシュ・フロー計算書の概要

業績サマリー
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1 企業集団の現況に関する事項
（１）	事業の経過および成果

当期におけるわが国経済は、ウィズコロナのもと行動制限の緩和や諸政策による効果もあり、景気
持ち直しの動きが緩やかに続きました。しかし、ウクライナ侵攻が長期化するなか、金融引き締めの
影響による海外景気の減速懸念、エネルギー価格や物価の高騰など、国内景気の先行きは依然として
十分注意を要する状況となっています。
印刷業界においても販促需要の回復など持ち直しの動きがありました。しかし、既存の印刷事業に

おける紙媒体の需要減、エネルギーや原材料の価格高騰など、経営を取り巻く環境は厳しい状況で推
移しました。
このような状況のなか、共同印刷グループは、競争力のある事業領域の確立と高い利益率の実現を

めざし、中期経営方針「豊かな社会と新たな価値を創造するために未来起点の変革に挑戦」に基づく
各施策を推進しました。
情報系事業では、「印刷事業で培った強みを軸とし、新たな価値創出を実現」するため、コンテンツ

を生かした事業機会の獲得や、販促および業務支援事業のデジタルシフトを支援する製品・サービス
の提案など、注力領域の強化とデジタル領域の伸長に取り組みました。
生活・産業資材系事業では、「パッケージソリューションベンダーの地位確立」に向け、環境配慮製

品の開発や提案を強化するとともに、食品・日用品向けのパッケージやラミネートチューブの受注拡
大を図りました。
また、2022年9月に当グループが優先的に取り組む重要課題（マテリアリティ）として、「多様な

ライフスタイル」「スマート社会」「循環型社会」「地球環境との共生」「価値創造人材の活躍」「責任あ
る企業行動」の6つを特定しました。「価値創造人材の活躍」では、ダイバーシティ推進に向けた「ラ
イフサポート休業制度」を新設しました。サステナビリティ経営の推進に向けた役員報酬制度の一部
改定も実施し、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上をめざす取り組みを進めました。
以上の結果、当連結会計年度の業績は、売上高933億6千3百万円（前期比5.6％増）となり、営業

利益は7億7千5百万円（前期比2.5％増）、経常利益は12億8千9百万円（前期比0.7％減）となりました。
また、特別利益に投資有価証券売却益19億1千万円、退職給付制度改定益3億7千6百万円、特別損失
に独占禁止法関連損失8億3千8百万円を計上したことなどから、親会社株主に帰属する当期純利益は
12億5千3百万円（前期比83.2％増）となりました。

セグメント別の概況は以下のとおりです。

事業報告（2022年4月1日から2023年3月31日まで）
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情報コミュニケーション部門
コンテンツ周辺領域の受注拡大や、著名な日本画家の未公開作品をNFTアートとして販売するなど

リアルとデジタルを融合させた事業機会の創出に取り組みました。また、一次データを活用した出版
商業印刷物の製品別カーボンフットプリントの可視化支援など、サプライチェーン全体のGHG排出量
削減に向けた取り組みも開始しました。
出版印刷は、コミックスや雑誌の付録、人気まんがの映画版等の販促物・グッズといったコンテン

ツ周辺領域が増加しました。しかし、発行部数の減少などで定期刊行物を中心に雑誌が低調、単行本
なども伸び悩み、前期並みとなりました。
一般商業印刷は、経済活動の回復を受けた販売促進需要の増加で、POP等の店頭販促関連、カタロ

グや情報誌が好調でした。Webサイトやコンテンツ制作などのデジタル分野も増加し、前期を上回り
ました。
以上の結果、部門全体の売上高は351億3千4百万円（前期比5.1％増）、営業損失は1億9千7百万円

（前期は営業損失1億8千6百万円）となりました。

情報セキュリティ部門
専門的かつ煩雑な業務を効率化するWebサービスなど、金融機関や官公庁・自治体への提案推進に

よる受注獲得に注力するとともに、在留外国人をターゲットとしたキャッシュレス決済サービスの提
供を開始するなど、決済ソリューション事業の拡大に取り組みました。
ビジネスフォームは、給付金など感染症対策に関連した自治体向けデータプリントに加え、各種試

験関係やヘルスケア分野のBPOが好調で、前期を上回りました。証券類も、行動制限緩和による旅客
需要の増加を受けた乗車券の回復傾向により、前期を上回りました。しかし、カードは交通系、金融
系ともに前期を下回りました。
以上の結果、部門全体での売上高は259億4千3百万円（前期比3.0％増）、営業利益は7億5千8百万

円（前期比17.0％増）となりました。

生活・産業資材部門
サステナブルな社会の実現をめざして、プラスチックフィルムを使わない紙仕様包材など、環境配

慮と消費者の利便性を両立する包材の開発と拡販に取り組みました。
紙器は、食品向けカートンやラップカートンが順調に推移し、前期を上回りました。軟包装は、即

席麺向けのフィルム包材やフタ材の好調に加え、リキッドパッケージも「Tパウチ」や日用品向け商品
が増加し、前期を上回りました。
チューブは、UVケア製品などの化粧品向けが回復し前期を上回った一方、調味料向けのブローチ

ューブ・ブローボトルは、小売り価格値上げの反動減等で伸び悩み、前期並みとなりました。産業資
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材は、医薬品向けが好調で前期を上回りました。
以上の結果、部門全体での売上高は300億7千6百万円（前期比7.4％増）、営業利益は1億7千2百万

円（前期比40.0％増）となりました。

その他
物流業務の堅調な推移と不動産賃貸収入の増加により、売上高は22億9百万円（前期比22.9％増）、

営業利益は2億9千3百万円（前期は営業利益1千5百万円）となりました。

セグメント別売上高

セグメント区分
（部門）

前連結会計年度
2022年３月期

当連結会計年度
2023年３月期 前連結会計年度

比増減率
（％）金額

（百万円）
構成比
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

情報コミュニケーション 33,427 37.8 35,134 37.6 5.1
情 報 セ キ ュ リ テ ィ 25,187 28.5 25,943 27.8 3.0
生 活・ 産 業 資 材 28,002 31.7 30,076 32.2 7.4
そ の 他 1,797 2.0 2,209 2.4 22.9

合　　　計 88,416 100.0 93,363 100.0 5.6
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（２）	設備投資等の状況
① 設備投資の状況

当期に実施した設備投資の総額は43億8千5百万円となりました。セグメント別の内訳は以下の
とおりです。なお、生産の能力に重要な影響を及ぼす設備の除却、売却等はありません。

セグメント区分
（部門）

設備投資額
（百万円）

前連結会計年度比増減率
（％）

情 報 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 1,040 78.1
情 報 セ キ ュ リ テ ィ 833 △ 2.1
生  活 ・ 産  業  資  材 1,257 37.9
そ の 他 107 △ 44.8
全 社 （ 共 通 ） 1,145 △ 91.1

合　　　　　計 4,385 △ 71.4

また、上記所要資金につきましては、借入金および自己資金により賄っています。

② 資金調達の状況
重要な資金調達はありません。
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（３）	対処すべき課題
当グループを取り巻く経営環境は、エネルギーや原材料価格、物流コストの上昇圧力の高まりなど

収益性の面でリスク増大が懸念され、予断を許さない状況が続いています。こうしたなか、当グルー
プは、重要課題であるマテリアリティへの取り組みを通じて持続的な成長と中長期的な企業価値向上
を実現するため、中期経営方針「豊かな社会と新たな価値を創造するために未来起点の変革に挑戦」
に則り、アフターコロナへの移行を含め各種施策に取り組んでいます。
情報系事業においては、紙媒体やセキュリティ領域で培ってきた技術や企画開発力を生かし、社会

変化に対応した最適なコミュニケーションを提供する各種ソリューションを拡充させています。育児
休業取得者向けの教育プログラムやライブ配信形式によるECサイト、法人向け健康管理サービスの提
供に加え、飛行情報確認システム構築を通じたドローンの利活用促進へも寄与するなど、マテリアリ
ティである「多様なライフスタイル」「スマート社会」への取り組みを進めて、生活者のより豊かな暮
らしと安心・便利な社会の実現をめざします。
生活・産業資材系事業においては、環境に配慮した製品および高機能包材の開発を進めるとともに、

デジタル活用による生産工程の省力化やコスト低減で工場のスマート化に努め、マテリアリティの一
つ「循環型社会」の実現に向けた取り組みを推進しています。特に、「フィルムレス紙包材」など、容
器包装としての機能性と生活者の利便性を両立しつつプラスチック使用量の削減に寄与する製品の開
発・提供に注力し、サステナブルな未来の実現と持続的な成長に取り組みます。

当グループのコーポレートブランドである「TOMOWEL（トモウェル）」には、ビジネスパートナー・
家族・地域・社会など、関わるすべてと共に良い関係であり、未来を創り拡げていきたいという想い
が込められています。社員一人ひとりが自らのありたい姿と志を胸に、持続可能で豊かな未来と新た
な価値創造へ向けた変革に挑戦し続け、あらゆるステークホルダーの皆さまから評価され、信頼され
る企業グループをめざします。
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（４）	財産および損益の状況の推移

区　　分
第140期 第141期 第142期 第143期

2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期 （当連結会計年度）
2023年３月期

売上高（百万円） 100,858 91,031 88,416 93,363
経常利益（百万円） 2,163 1,345 1,298 1,289
親会社株主に帰属する
当期純利益（百万円） 1,509 825 683 1,253
１株当たり当期純利益

（円） 175.22 97.00 83.70 159.35

総資産（百万円） 124,634 129,077 129,121 123,471
純資産（百万円） 59,764 62,944 61,277 57,720
１株当たり純資産（円） 6,949.53 7,586.38 7,696.80 7,575.80

（注） 1. 1株当たり当期純利益および1株当たり純資産の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式については、「株
式給付信託（BBT）」の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する当社株式を控除
対象の自己株式に含めて算出しています。また、第142期（2022年3月期）より、「株式給付信託（J－ESOP）」
および「株式給付信託（従業員持株会処分型）」の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）
が所有する当社株式についても、控除対象の自己株式に含めて算出しています。

 2. 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第142期（2022年３月期）の
期首から適用しており、第142期（2022年３月期）以降については、当該会計基準等を適用した後の指標等
となっています。
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（５）	重要な子会社の状況
（2023年３月31日現在）

会　社　名 資本金
（百万円）

当社の議決権
比率（％）

主要な事業内容
（セグメント区分）

（株）コスモグラフィック 95 100.0 製版（情報コミュニケーション）
共同印刷メディアプロダクト（株） 60 100.0 刷版・印刷・製本加工（情報コミュニケーション）

デジタルカタパルト（株） 100 71.4 電子書籍の取次および販売
（情報コミュニケーション）

共同印刷マーケティングソリュー
ションズ（株） 20 100.0 製版、印刷、製本加工

（情報コミュニケーション）

共同印刷西日本（株） 200 100.0 印刷、データプリント・BPO業務
（情報セキュリティ）

共同エフテック（株） 30 100.0 カード関連BPO業務（情報セキュリティ）
TOMOWEL Payment Service（株） 496 97.8 決済ソリューション（情報セキュリティ）

常磐共同印刷（株） 78 100.0 印刷、チューブ容器の製造
（生活・産業資材）

共同NPIパッケージ（株） 45 65.0 紙器製品の製造（生活・産業資材）
共同ブローボトル（株） 45 100.0 ブローボトルの製造（生活・産業資材）

共印商貿(上海)有限公司 百万人民元
6 100.0 包装材料の販売（生活・産業資材）

KYODO PRINTING (VIETNAM) 
CO.LTD.

百万ベトナムドン
331,439 100.0 チューブ容器の製造（生活・産業資材）

PT Arisu Graphic Prima 百万インドネシアルピア
80,000 99.0 印刷、チューブ容器の製造

（生活・産業資材）
共同物流（株） 70 100.0 梱包・輸送（その他）
TOMOWELビジネスパートナー（株） 20 100.0 不動産管理（その他）
共同印刷ビジネスソリューションズ（株） 60 100.0 システム開発（その他）

（注） 1.  2022年8月31日付で、当社はTOMOWEL Payment Service（株）へ追加出資（20,065株）しており、出資比
率は97.8%（34,865株）となっています。

 2. 2022年11月1日付で、共同クレハブローボトル（株）は当社完全子会社となり、共同ブローボトル（株）に商号
変更しています。

 3. 2023年1月31日付で、当社はTOMOWELビジネスパートナー（株）が保有する常磐共同印刷（株）株式全数
（30,000株）を譲り受け、出資比率は100.0％となっています。 
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（６）	主要な事業内容
 （2023年3月31日現在）

セグメント区分 主要な製品・事業内容

情報コミュニケーション 週刊誌、月刊誌、季刊誌、単行本、全集、教科書、ポスター、カレンダー、
広告宣伝媒体および装飾展示等の企画・制作、電子書籍等

情報セキュリティ 各種ビジネスフォーム、証券類、各種カード、データプリント、BPO、決済
ソリューション等

生活・産業資材 紙器、軟包装用品、各種チューブ、ブローボトル、金属印刷、建材用品印刷、
電子機器部品、高機能材料等

その他 物流業、不動産管理業等

（７）	主要な営業所および工場等（2023年3月31日現在）
本　　店 東京都文京区小石川四丁目14番12号
営 業 所 本社営業所 （東京都文京区）

交通事業部（関西） （大阪府大阪市）
共同印刷西日本（株） 大阪 （大阪府大阪市）
共同印刷西日本（株） 名古屋 （愛知県名古屋市）
デジタルカタパルト（株） （東京都文京区）
共同印刷マーケティングソリューションズ（株）（東京都文京区）
共印商貿（上海）有限公司 （中華人民共和国上海市）
共同物流（株） （埼玉県越谷市）

工 場 等 共同印刷メディアプロダクト（株）／五霞工場 （茨城県五霞町）
（株）コスモグラフィック 苫小牧工場 （北海道苫小牧市）
鶴ヶ島工場 （埼玉県鶴ヶ島市）
川島ソリューションセンター （埼玉県川島町）
共同印刷西日本（株） 京都工場 （京都府久御山町）
共同エフテック（株） （愛知県名古屋市）
守谷工場・共同NPIパッケージ（株） （茨城県守谷市）
小田原工場 （神奈川県小田原市）
相模原工場 （神奈川県相模原市）
和歌山工場 （和歌山県有田川町）
常磐共同印刷（株） （茨城県北茨城市）
共同ブローボトル（株） （茨城県小美玉市）
KYODO PRINTING （VIETNAM） CO.LTD. （ベトナム社会主義共和国ビエンホワ市）
PT Arisu Graphic Prima スラバヤ （インドネシア共和国スラバヤ市）
PT Arisu Graphic Prima カラワン （インドネシア共和国カラワン県）

（注）当社の主要な営業所および工場等には、当社の主要な子会社が含まれています。
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（８）	従業員の状況（2023年3月31日現在）
①　企業集団の従業員の状況

セグメント区分 従業員数（名） 前連結会計年度末比増減（名）
情報コミュニケーション 827 10
情 報 セ キ ュ リ テ ィ 831 △14
生 活 ・ 産 業 資 材 917 20
そ の 他 239 △31
全 　 　 社（ 共 通 ） 394 6

合計 3,208 △9

②　当社の従業員の状況
従業員数（名） 前事業年度末比増減（名） 平均年齢（歳） 平均勤続年数（年）

1,893 86 43.9 16.0
（注） 1. 従業員数は就業人員（企業集団外からの出向者を含み、企業集団外への出向者は含まず）であり、臨時従業員

（派遣社員、パートタイマー等）は含まれていません。
 2. 全社（共通）として記載されている従業員数は管理部門および研究開発部門に所属しているものであります。

（９）	主要な借入先
	 （2023年3月31日現在）

借　入　先 借入残高（百万円）
株式会社みずほ銀行 3,600
三井住友信託銀行株式会社 1,680
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2 会社の株式に関する事項
（１）	発行可能株式総数 36,080,000株
（２）	発行済株式の総数 8,370,000株
（３）	株主数 5,085名
（４）	大株主の状況（上位10名）

株　主　名 持株数（千株） 持株比率（％）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（退職給付信託口・DIC株式会社口） 854 10.80

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 653 8.27
東京インキ株式会社 583 7.38
株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口） 287 3.63
株式会社みずほ銀行 283 3.58
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 271 3.43
東洋インキSCホールディングス株式会社 216 2.74
朝日生命保険相互会社 200 2.53
共同印刷従業員持株会 167 2.12
水元　公仁 166 2.10

（注）1. 持株比率は自己株式464,066株を控除して計算しています。
 2. 当社への出資状況の持株数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりです。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 653千株
株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口） 287千株
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 271千株

 3. 日本マスタートラスト信託銀行株式会社退職給付信託口の持株数854千株は、DIC株式会社から同信託銀行へ
退職給付信託として信託設定された信託財産です。信託約款上、当該株式の議決権はDIC株式会社が留保して
います。

 4. 株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）の持株数287,300株のうち、800株は2023年3月31日に共同印刷
従業員持株会へ売渡されています。

（５）	当事業年度中に職務執行の対価として会社役員に交付した株式の状況
　当事業年度中に職務執行の対価として交付された株式は次のとおりです。

区分 株式数 交付対象者数
取締役（社外取締役を除く） 300株 １名
監査役 200株 １名

（注） 監査役に交付された株式は、監査役就任前の執行役員としての職務執行の対価として当事業年度中に交付された
ものです。
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3 会社役員に関する事項
（１）	取締役および監査役の氏名等

（2023年3月31日現在）
役　　名 氏　　名 担当および重要な兼職の状況

代表取締役社長 藤森　康彰 監査室、秘書室担当
取 締 役
専 務 執 行 役 員 渡邉　秀典 グループコーポレート本部長 

兼 経営企画本部長
取 締 役
専 務 執 行 役 員 松﨑　広孝 グループ営業統括

取 締 役
常 務 執 行 役 員 髙橋　孝治 生産統括本部長 兼 技術開発本部、IT統括本部担当

取 締 役 髙岡　美佳
立教大学経営学部教授
株式会社モスフードサービス 社外取締役
SGホールディングス株式会社 社外取締役

取 締 役 内藤　常男

取 締 役 光定　洋介 産業能率大学経営学部教授
ファイズホールディングス株式会社 社外取締役

常 勤 監 査 役 塩澤　幹彦
常 勤 監 査 役 秋元　秀夫
監 査 役 德岡　卓樹 弁護士
監 査 役 古谷　昌彦

（注） 1. 取締役のうち、髙岡美佳、内藤常男および光定洋介の各氏は社外取締役であります。
 2. 監査役のうち、德岡卓樹および古谷昌彦の両氏は社外監査役であります。
 3. 監査役古谷昌彦氏は、2022年6月23日付で株式会社データ・キーピング・サービスの代表取締役社長を退任

いたしました。
 4. 取締役里村憲治氏は、2022年6月29日開催の第142期定時株主総会終結の時をもって任期満了により退任いた

しました。
 5. 常勤監査役布施光浩氏は、2022年6月29日開催の第142期定時株主総会終結の時をもって辞任いたしました。
 6. 当社は社外取締役および社外監査役の全員を一般株主と利益相反が生じるおそれがない独立役員として株式会

社東京証券取引所に届け出ています。

（２）	責任限定契約の内容の概要
当社は定款に取締役（業務執行取締役等である者を除く）および監査役との責任限定契約に関する

規定を設けています。当該定款の規定に基づき、当社が社外取締役および社外監査役全員との間で締
結した責任限定契約の内容の概要は次のとおりであります。
（社外取締役および社外監査役の責任限定契約）
社外取締役および社外監査役は本契約締結後、会社法第423条第1項の損害賠償責任について、善意

でかつ重大な過失がないときは法令が定める額を限度としてその責任を負担する。
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（３）	役員等賠償責任保険契約の内容の概要
当社は、役員が職務の遂行にあたり、期待される役割を十分に発揮できるようにするとともに、有

用な人材を迎えることができるよう、当社および当社連結子会社等の取締役、執行役員、監査役等を
被保険者として、会社法第430条の3第1項に規定する役員等賠償責任保険（D&O保険）契約を締結
しており、保険料は全額当社および当社連結子会社が負担しています。

当該保険契約は主契約と条件差保険をそれぞれ締結しており、当社取締役を含む被保険者である役
員等がその職務の執行に関し責任を負うこと、または、当該責任の追及に係る請求を受けることによ
って生ずることのある損害について填補することとしています。ただし、法令違反の行為であること
を認識して行った行為に起因して生じた損害は填補されない等、一定の免責事由があり、被保険者の
職務の執行の適正性が損なわれないようにするための措置を講じています。

（４）	当事業年度に係る取締役および監査役の報酬等の額
①	 役員の報酬等の額またはその算定方法の決定に関する方針に係る事項

イ．役員報酬に関する基本方針
当社は、役員報酬制度をコーポレート・ガバナンスの適正化ならびにグループ全体の持続的

な成長に不可欠な重要な仕組みの一つと位置づけており、次に掲げる事項を役員報酬に関する
基本方針として定めています。

（１）業績および中長期的な企業価値向上へのインセンティブ効果のある報酬体系をめざす。
（２） グループ経営理念とTOMOWEL WAYの実現に向け、優秀な人材を登用できる報酬水準

をめざす。
（３）ステークホルダーへの説明責任を果たせる透明性、公正性を重視した報酬とする。

上記の基本方針を含む、当社の役員報酬の内容に係る決定方針（報酬体系、報酬毎の構成割
合、報酬額算定の決定方法等）は、「役員報酬制度規程」として明文化し、2020年2月26日（2023
年3月24日に一部改定）の取締役会において制定を決議しています。

同規程の制改定も含め、当社の役員報酬制度に係る方針については、指名報酬委員会が取締
役会からの諮問を受けて審議を行い、取締役会がその答申結果を尊重して決定することで、決
定手続きの客観性、透明性の向上に努めています。また、指名報酬委員会では、役員報酬が毎
期の持続的な業績向上に加えて、中長期的な企業価値向上への取組みを動機づけるインセンテ
ィブとなるよう、業績連動比率や株式報酬の割合等について、定期的に確認を行い、必要に応
じて見直しを実施しています。なお、指名報酬委員会の概要は次のとおりであります。
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〈指名報酬委員会の概要〉
設置時期 2018年10月（取締役会の任意の諮問委員会として設置）

審議事項

（取締役会の諮問に基づくもの）
・取締役等の候補者の指名に関する事項
・取締役等の報酬等に関する事項
・代表取締役の後継者計画に関する事項
・取締役等の指名・報酬等にかかる基本方針・基準に関する事項
・上記のほか、取締役会が指名報酬委員会に諮問した事項

（取締役会の委任に基づくもの）
・取締役会が定める役員報酬制度規程および委任に基づく、取締役等の報酬の決定

委員構成
委員長：髙岡美佳（筆頭独立社外取締役）　
委　員：内藤常男（独立社外取締役）、藤森康彰（代表取締役社長）
（委員の過半数を独立社外取締役で構成し、委員長を独立社外取締役とする）

ロ．役員報酬の体系
社外取締役を除く取締役の報酬については、固定報酬と業績連動報酬で構成されています。

業績連動報酬には、短期の業績連動報酬としての業績連動賞与と、中長期の業績連動報酬とし
ての業績連動型株式報酬（株式給付信託）が含まれます。各報酬制度の概要は次のとおりであ
ります。
報酬等の種類 支給（給付）の形式 報酬等の内容の概要

固
定
報
酬

固定報酬
（役位に応じた一定割合
の自社株式取得目的報
酬が含まれる）

金銭
（月 1回支給）

年功的昇給要素を排除した取締役の役位毎の標準報酬額（シ
ングルレート）を支給。行動および担当部門業績に係る個人
評価を実施。評価（指名報酬委員会委員長等が実施）が一
定基準を下回った場合は、次年度の報酬を最大20％減額す
るとともに、指名報酬委員との面談や、退任を含む合理的な
措置を実施。

業
績
連
動
報
酬

業績連動賞与 金銭
（年 1回支給）

業績および企業価値向上へのインセンティブとして、事業
年度毎のグループ連結業績と連動した賞与を支給。

業績連動型株式報酬
（株式給付信託）

株式等
（退任時に給付）

事業年度毎のグループ連結業績と連動した株式給付信託に
基づく株式報酬を給付。報酬と当社の業績および株式価値
との連動性をより明確にし、中長期的な業績の向上と企業
価値の増大への貢献意識を高めることを目的とする。

なお、社外取締役および監査役の報酬については、月額の固定報酬のみとしています（監査
役の報酬は、各監査役の役位、役割の大きさ等を基本に、監査役の協議により決定していま
す。）。
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ハ．役員報酬の決定プロセス
客観性・透明性の高い報酬決定プロセスを構築するには、独立した立場から報酬の決定を行

うことが適当であるとの判断のもと、取締役会は、具体的な役員報酬額の決定を指名報酬委員
会に委任しています。指名報酬委員会に委任された権限の内容は、固定報酬および業績連動報
酬の具体的な報酬額の決定ならびに支給時期等となります。指名報酬委員会は委任に基づき、
株主総会で決定した報酬総額の限度内において、「役員報酬制度規程」に基づき算定された個人
別の評価等を踏まえ、報酬額を決定しています。指名報酬委員会での審議内容は、同委員会か
ら取締役会に適宜報告され、取締役会は、委任された権限が適切に行使されているか確認を行
っています。

また、取締役会は、上記報酬決定プロセスが「役員報酬制度規程」に整合していることを確
認しており、当社の役員報酬の決定方針に沿うものであると判断しています。

なお、当事業年度において、役員報酬の決定に関わる指名報酬委員会の活動内容は以下のと
おりであります。
・2022年4月22日：2021年度 業績連動賞与について
・2022年6月24日：業績連動型株式報酬（株式給付信託）について
・2023年3月24日：2023年度 固定報酬額について

ニ．業績連動報酬で用いる業績評価指標の内容および算定方法
【業績連動賞与】
（ⅰ）業績評価指標

指標の種別 指標の選定理由
連結経常利益 当社グループの収益力および成長力の向上に向けたインセンティブ効果を機能させるため連結売上高

（ⅱ）算定方法
連結経常利益計画の達成率に応じて、指名報酬委員会が役位毎に定める賞与支給テーブルの金額から基準の額（算定

基準額）を算出いたします。この算定基準額に対し、連結経常利益の絶対額および連結売上高の前年対比を考慮した係
数を乗じて支給額を算定しています。
≪算定式≫

算定基準額（①） × 係数１（②） × 係数２（③） ＝ 支給額
① 算定基準額の30％部分は、当事業年度における対象者の担当部門の業績評価を反映し、０～100％の範囲で変動し

ます。
②係数１は、連結経常利益の絶対額に応じた係数となり、80～175％の範囲で変動します。
③係数２は、連結売上高および連結経常利益の前年対比実績を考慮した係数となり、０～115％の範囲で変動します。
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（ⅲ）当事業年度における業績評価指標の実績値に基づく係数
・係数１

指標の種別 実績値（連結）（百万円） 係数
連結経常利益 1,289 0.85

・係数２
指標の種別 前年度（連結）（百万円） 実績値（連結）（百万円） 係数

連結経常利益 1,298 1,289 1.00連結売上高 88,416 93,363

【業績連動型株式報酬（株式給付信託）】
（ⅰ）業績評価指標

指標の種別 指標の選定理由
連結営業利益 中期経営計画で目標とする経営指標と連動させることで、達成に向けたインセンティブ効

果を機能させるため
連結売上高営業利益率
ROE

（ⅱ）算定方法
役位毎に定めたポイント（以下、「役位ポイント」といいます。）に、業績評価指標の達成率および絶対値から算出さ

れる係数を乗じて、付与するポイントを決定します。なお、取締役に付与されたポイントは、退任等による当社株式等
の給付時に、1ポイント当たり当社普通株式1株に換算されます。
≪算定式≫

役位ポイント  ×（ 係数１（①） ＋ 係数２（②） ＋ 係数３（③） ）＝  付与ポイント
①係数１は、連結営業利益の計画達成率に応じた係数となり、０～120％の範囲で変動します。
②係数２は、連結売上高営業利益率の絶対値に応じた係数となり、０～30％の範囲で変動します。
③係数３は、ROEの絶対値に応じた係数となり、０～50％の範囲で変動します。

（ⅲ）当事業年度における業績評価指標の実績値に基づく係数
・係数１

指標の種別 計画値（連結）（百万円） 実績値（連結）（百万円） 係数
連結営業利益 1,100 775 0.00

・係数２
指標の種別 実績値（連結）（％） 係数

連結売上高営業利益率 0.8 0.00
・係数３

指標の種別 実績値（連結）（％） 係数
ROE 2.1 0.00
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　②役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額および対象となる役員の員数

役員区分 報酬等の総額
（百万円）

報酬等の種類別の総額（百万円）
対象となる
役員の員数

（人）固定報酬 業績連動賞与
業績連動型
株式報酬

（株式給付信託）
取締役 203 168 35 － 8

（うち社外取締役） （25） （25） （－） （－） （3）
監査役 43 43

－ －
5

（うち社外監査役） （14） （14） （2）

（注） 1. 取締役の報酬等の額には、2022年6月29日開催の第142期定時株主総会終結の時をもって任期満了により退任
した取締役1名の在任中の報酬等の額が含まれています。

 2. 監査役の報酬等の額には、2022年6月29日開催の第142期定時株主総会終結の時をもって辞任した監査役1名
の在任中の報酬等の額が含まれています。

 3. 使用人兼務取締役はおりません。
 4. 取締役の報酬額（固定報酬および業績連動賞与）は、2008年6月27日開催の第128期定時株主総会において、

年額6億円以内と決議されています。当該株主総会終結時点の対象となる取締役の員数は16名となります。
 5. 業績連動賞与の額は当事業年度における役員賞与引当金の繰入額になります。
 6. 業績連動型株式報酬（株式給付信託）は、2018年6月28日開催の第138期定時株主総会において制度導入が決

議されています。本制度は年額6億円以内と決議されている報酬額とは別枠で、3事業年度毎に、合計180百万
円（うち当社の取締役分として85百万円）を上限に、当社が拠出する金銭を原資として、当社株式が信託を通
じて取得され、取締役等に対して、当社および一部の当社子会社が定める「役員株式給付規程」に従って、当
社株式等が信託を通じて給付される株式報酬制度であります。当該株主総会終結時点の対象となる取締役の員
数は6名（社外取締役は除く）となります。

 7. 監査役の報酬額は、2008年6月27日開催の第128期定時株主総会において、年額95百万円以内と決議されて
います。当該株主総会終結時点の対象となる監査役の員数は4名となります。
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（５）	社外役員に関する事項
　①　他の法人等の社外役員等との重要な兼職状況

取締役　髙岡美佳氏は、株式会社モスフードサービスの社外取締役およびSGホールディングス
株式会社の社外取締役を兼務しています。なお、当社は、株式会社モスフードサービスおよびSG
ホールディングス株式会社との間に特別の関係はありません。
取締役　光定洋介氏は、ファイズホールディングス株式会社の社外取締役を兼務しています。

なお、当社は、ファイズホールディングス株式会社との間に特別の関係はありません。
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　②　当事業年度における主な活動状況
　　・社外取締役

氏　　名 取締役会等への出席状況 発言状況および社外取締役に期待される
役割に関して行った職務の概要

髙岡　美佳
取締役会：18回中17回
指名報酬委員会：5回中5回
独立役員会：4回中4回

同氏は、大学教授として経営学等の専門的な知識を有しており、ま
た、当社ならびに他社の社外役員を務めるなど、豊富な経験と知見を
有しています。こうした豊富な経験に基づき、業務執行を行う取締役
から独立した客観的な立場から、経営戦略全般に関する有益な助言を
行っており、適切な役割を果たしています。また、筆頭独立社外取締
役として、当社の経営課題に関して積極的に発言し議論を主導する
等、取締役会の議論活性化に貢献しました。

内藤　常男
取締役会：18回中18回
指名報酬委員会：5回中5回
独立役員会：4回中4回

同氏は、複数の事業法人において企業経営に携わった実績があり、そ
れにより培われた豊富な経験と知見を有しています。こうした豊富な
経験に基づき、業務執行を行う取締役から独立した客観的な立場か
ら、企業経営全般に関する有益な助言を行っており、適切な役割を果
たしています。また、指名報酬委員会委員として、役員の選解任、役
員報酬制度等に関して積極的に発言する等、客観性、透明性の高いガ
バナンス体制の構築に貢献しました。

光定　洋介 取締役会：18回中18回
独立役員会：4回中4回

同氏は、複数の事業法人においてファイナンス、投資・M&Aに関す
る実務に携わった実績があり、また、他社の社外役員を務めるなど、
豊富な経験と知見を有しています。こうした豊富な経験に基づき、業
務執行を行う取締役から独立した客観的な立場から、コーポレートフ
ァイナンス全般に関する有益な助言を行っており、適切な役割を果た
しています。また、独立役員会委員として、コーポレート・ガバナン
ス強化に向けた取り組みに関して積極的に発言する等、客観性、透明
性の高いガバナンス体制の構築に貢献しました。

　　・社外監査役
氏　　名 取締役会等への出席状況 発言状況

德岡　卓樹
取締役会：18回中18回
監査役会：15回中14回
独立役員会：4回中3回

同氏は、弁護士として企業法務に関する専門知識と豊富な経験を有し
ています。こうした豊富な経験に基づき、適宜取締役会の意思決定の
適正性を確保するための質問、助言を行っています。

古谷　昌彦
取締役会：18回中18回
監査役会：15回中15回
独立役員会：4回中4回

同氏は、複数の事業法人において企業経営に携わった実績があり、豊
富な経験と幅広い知見を有しています。こうした豊富な経験に基づき、
適宜取締役会の意思決定の適正性を確保するための質問、助言を行っ
ています。

（注） 1. 取締役 髙岡美佳氏は、指名報酬委員会委員長を務めるほか、独立社外取締役の互選により筆頭独立社外取締役
に選任され、独立役員会の議長を務めています。

 2. 上表の取締役会の開催回数のほか、取締役会決議があったものとみなす書面決議が１回ありました。
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4 会計監査人の状況
（１）	会計監査人の名称　　　仰星監査法人
（２）	当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額および監査役会が同意した理由
　①　当社の当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
　　　公認会計士法（昭和23年法律第103号）第2条第1項の業務に係る報酬等の額 39百万円
　②　当社および子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 39百万円

（注） 1. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬
を区分しておらず、実質的にも区分できないため、上記の金額にはこれらの合計額を記載しています。

 2. 当社監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況および報酬見積の算出根拠等が適切
であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額について同意の判断をいたしま
した。

 3. 当社の子会社である共印商貿（上海）有限公司、KYODO PRINTING（VIETNAM）CO.LTD.、 PT Arisu Graphic 
Primaは、当社の会計監査人以外の監査法人の監査を受けています。

（３）	非監査業務の内容
当社は、仰星監査法人に対して、公認会計士法（昭和23年法律第103号）第2条第1項以外の業務で

ある、コンフォートレター作成業務等についての対価を支払っています。

（４）	会計監査人の解任または不再任の決定の方針
監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合は、会

計監査人の解任または不再任に関する議案を決定し、取締役会は当該決定に基づき、当該議案を株主
総会に提出いたします。

また、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第1項各号に定める項目に該当すると認められる場
合は、監査役全員の同意に基づき、監査役会が会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が
選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨と解任の理
由を報告いたします。
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5  業務の適正を確保するための体制（内部統制システム）および当該体制
の運用状況

（１）	業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要
　当社は2006年5月2日開催の取締役会において内部統制基本方針を決議しており、その内容は以下
のとおりであります。（最終改定　2016年6月29日）

内部統制基本方針
　当企業グループは「印刷事業を核に、生活・文化・情報産業として社会に貢献する」を経営理念と
して掲げている。経営理念の実現と企業グループの持続的発展に向けて、業務の適正および有効性を
確保するために内部統制システムを一層充実させて、公正で信頼される企業グループを目指す。

1. 取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制
当企業グループは企業行動憲章、倫理綱領を定め、すべての取締役が自己規律をもって、これ

らを遵守する。取締役の職務執行の適正については、監査役会の定める監査の方針に従い、各監
査役の監査対象とするほか、取締役が他の取締役の法令・定款違反行為を発見した場合は、直ち
に監査役会および取締役会に報告し、その是正を図るものとする。

2. 取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
当企業グループは取締役会議事録、重要決裁文書その他取締役の職務の執行に係る文書の保存

を定款、文書保存管理規程の定めるところに従い、適切に保存・管理する。
3. 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

損失の危険の管理については、取締役の監督のもと各部門が権限の範囲内で日常的なリスク管
理を行う。「内部統制委員会」「品質保証委員会」「製品安全委員会」「情報セキュリティ委員会」
などが連携をとり、潜在リスクの洗い出しと課題解決を推進し、リスク発生の抑制に努める。不
測の事態が発生した場合は、「危機管理委員会」を開催し、担当執行役員が委員長となって、関連
部門と連携して問題解決を図る。

4. 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保する体制の基礎として、毎月一回の定例取

締役会と必要に応じて開催する臨時取締役会で重要事項の決定および業務執行状況の監督を行う。
さらに、取締役会の監督機能の維持、向上と業務執行の責任と権限を明確にするため執行役員制
度を導入し、常務執行役員以上で構成される経営執行会議を週一回開催し、取締役会付議事項の
立案と取締役会の決定した基本方針に基づく業務執行のため、機動的な審議を行う。取締役会の
決定した業務執行については、職務権限規程、組織分掌規程により、適正かつ効率的に行われる
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よう体制の整備に努める。
5. 従業員の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制

従業員の法令・規程などの遵守は、各部門が権限の範囲内で日常的な管理を行うとともに、「企
業倫理委員会」を設置し、企業倫理の浸透を図る。

また、担当執行役員を委員長とする「内部統制委員会」のもとで内部統制システムを構築し運
用する。

企業行動憲章、倫理綱領に違反する行為を発見した場合の社内通報システムとして「倫理相談
室」を設置して、その窓口とする。

内部監査については、業務執行機関と分離・独立した監査室により、計画的に内部監査を行い
法令遵守や業務適正の点検・改善を行う。

6. 当企業グループにおける業務の適正を確保するための体制
コンプライアンス体制と内部統制システムの構築・運用については、その範囲を当企業グルー

プ全体とし、担当執行役員の指導のもと業務の適正を確保し、効率化を推進する。
また、監査役、監査室はそれぞれの立場で関係会社を監査し、改善策の策定を求めることとす

る。
7.  監査役の職務を補助すべき従業員と、当該従業員の取締役からの独立性に関する事項、および当

該従業員に対する監査役指示の実効性の確保に関する事項
監査役がその職務を補助すべき従業員を求めた場合は、当該職務にあたる従業員を置くことと

する。その人事については監査役会の同意を得る。
また、当該従業員は専任とし、監査役の指示に基づき職務を遂行する。

8.  取締役および従業員が監査役に報告をするための体制、監査役への報告をした者が当該報告をし
たことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保する体制、およびその他監査役への報告
に関する体制

当企業グループの取締役および従業員は、会社に著しい損害を及ぼす恐れのある事実を発見し
た時は、法令および規程に従い、監査役会に報告する。その場合、内部通報規程の定めにより報
告者が不利な取扱いを受けることはない。

また、監査役は監査室が行った監査の報告を受け、指導・助言を行う。
9.  監査役の職務の執行について生ずる費用の前払いまたは償還の手続その他の当該職務の執行につ

いて生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項
監査役会は、監査役がその職務を遂行するうえで必要と認める費用について、予算を計上でき

るものとする。さらに、緊急または臨時に支出した費用についても、会社に請求できるものとす
る。

事業報告（2022年4月1日から2023年3月31日まで）

41



10.  その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
監査役は、取締役会出席や稟議書など重要書類の閲覧を通じて、重要な意思決定の過程および

業務の執行状況を把握し、必要に応じて取締役、従業員など関係者にその説明を求めることとす
る。

11.  反社会的勢力を排除するための体制
当企業グループは企業行動憲章に基づき、健全な社会秩序の維持を重視し、市民社会の秩序や

安全に脅威を与える反社会的勢力および団体とは一切関係を持たない。そのために、弁護士、警
察当局等の外部専門機関との緊密な連携を強化し、倫理綱領を通して反社会的勢力排除の徹底を
図る。

（２）	業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
　当社では、「内部統制基本方針」に基づき、企業グループの業務の適正を確保するための体制整備と
その適切な運用に努めており、当事業年度における主な運用状況の概要は以下のとおりであります。

①　取締役の職務の執行が法令および定款に適合し、効率的に行われることを確保するための体制
に関する運用状況

当企業グループは企業行動憲章、倫理綱領を定め、すべての取締役が自己規律をもって、こ
れらを遵守しています。当社の取締役会は、社外取締役３名を含む取締役7名で構成され、監査
役４名も出席する毎月一回の定例取締役会および必要に応じて開催する臨時取締役会で重要事
項の決定および業務執行状況の監督を行いました。取締役会の決定した業務執行については、
職務権限規程、組織分掌規程により、適正かつ効率的に行われるよう体制の整備に努めていま
す。また、取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理については「文書保存管理規程」
の定めるところに従い、適正に保存し管理しています。

②　損失の危険の管理に関する規程その他の体制に関する運用状況
当社は「内部統制委員会」「品質保証委員会」「製品安全委員会」「情報セキュリティ委員会」

などが連携をとり、潜在リスクの洗い出しと課題解決を推進しリスク発生の抑制に努めました。
特に情報セキュリティにおいては、業務の安全性と信頼性を確保するために顧客から預かった
個人情報を適切に保護および管理するための ｢作業環境セキュリティ基準運用細則｣ を定め、
当該職場が細則に定めたセキュリティ基準に適合しているか定期的に判定を行いました。また、
個人情報を含めた会社内の機密情報の漏えい防止体制の構築に向けた社員教育、監査等を実施
しました。
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③　従業員の職務の執行が法令および定款に適合することを確保する体制に関する運用状況
当社は、「企業倫理委員会」を定期的に開催し、コンプライアンスに関する施策などを立案・

審議し、教育、周知、啓蒙活動を推進しています。特に独占禁止法に関しては、法令の理解促
進や社内チェック体制の強化等に取り組み、再発防止に努めました。また、法令違反や企業倫
理綱領に反する行為の早期発見と是正のための相談窓口を設置しており、共同印刷グループ各
社の取締役に関する通報の受付について、経営からの独立性を有する「監査役ルート」を設定
しています。
内部監査については、業務執行機関と分離・独立した監査室が代表取締役社長の承認を受け

た年間監査計画に基づき、法令・社内規程等の遵守状況について、各部門およびグループ会社
を対象とする監査を実施し、その結果および指摘事項に対する改善状況を代表取締役社長およ
び監査役に報告しました。

④　当企業グループにおける業務の適正を確保するための体制に関する運用状況
グループ会社については、「関係会社管理規程」に基づき、重要な事項を当社取締役会等にお

いて審議し、また、監査役、監査室はそれぞれの立場で関係会社を監査することでグループ会
社の適正な業務運営および当社による実効性のある管理の実現に努めました。

⑤　監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制に関する運用状況
監査役は、監査方針を含む監査計画を策定し、月1回の定例監査役会に加えて適宜臨時監査役

会を開催し監査役間の情報共有に基づき会社の状況を把握し、必要な場合は提言の取りまとめ
を行いました。さらに、取締役会に出席するとともに、取締役、また従業員との定期連絡会に
て対話を行い、監査室・会計監査人と連携し、取締役および従業員の職務の執行状況を監査し
ました。
常勤監査役は、主要な稟議書の回付を受け取締役および従業員の職務の執行状況を監査する

とともに、企業倫理委員会や内部統制委員会等の報告を受け、必要な場合は意見を述べていま
す。
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6 財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針等
　当社は、2007年4月25日開催の取締役会において、当社の財務および事業の方針の決定を支配する
者の在り方に関する基本方針を決定いたしました。さらに同取締役会にて当社株式の大量買付行為へ
の対応策の内容を決定し、2007年6月28日開催の第127期定時株主総会において承認を得て導入し、
直近では2022年6月29日開催の第142期定時株主総会において継続の承認を得て更新しております。
当社株式の大量買付行為への対応策（買収防衛策）（以下「本プラン」といいます。）の概要は以下のと
おりであります。
　なお、詳細につきましては当社ウェブサイト（https://www.kyodoprinting.co.jp/）のIR情報－
買収防衛策の項に掲示しております。

（１）	基本方針の内容の概要
上場会社である当社の株式は、株主、投資家の皆様による自由な取引が認められており、当社の支

配権の移転を伴う買付提案がなされた場合においても、これに応じるか否かは最終的には株主の皆様
の自由な意思により判断されるべきであると考えます。
しかしながら近年わが国の資本市場においては、対象となる企業の経営陣の賛同を得ずに、一方的

に大量買付提案またはこれに類似する行為を強行する動きが顕在化しています。こうした大量買付の
中には、対象会社の企業価値および株主共同の利益に資さないものも少なくありません。
当社の財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方としては、当社の企業理念、さまざまな

企業価値の源泉を十分に理解し、当社の企業価値および株主共同の利益を中長期的に確保、向上させ
るものでなければならないと考えております。従いまして、企業価値および株主共同の利益を毀損す
るおそれのある不適切な大量買付提案またはこれに類似する行為を行う者は、当社の財務および事業
の方針の決定を支配する者として不適切であると考えます。
また、このような大量買付行為がなされたときに、大量買付者の提示する当社株式の取得対価が適

正かどうか、かかる大量買付行為が当グループに与える影響や、大量買付者が考える当グループの経
営に参画したときの経営方針、事業計画の内容、当該大量買付行為に対する当社取締役会の意見等、
当該大量買付行為の是非を株主の皆様に適切にご判断いただくためには、大量買付者および当社取締
役会の双方から適切かつ十分な情報および検討時間が提供されることが不可欠です。
当社といたしましては、このような企業価値および株主共同の利益を毀損するおそれのある不適切

な大量買付提案またはこれに類似する行為を行う者に対しては、法令および当社定款によって許容さ
れる範囲で必要かつ相当な措置を講じ、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保する必要があ
ると考えております。
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（２）	基本方針の実現に資する特別な取組みの概要
当社の企業価値の源泉は、長い歴史の中で築き上げてきたお客さまとの信頼関係、お客さまのニー

ズを形にするための高い技術とノウハウを持つ従業員、そして株主・取引先や地域社会等の皆様から
の継続的なご支援です。当グループは、経営理念「印刷事業を核に、生活・文化・情報産業として社
会に貢献する」の実現に向けてグループ経営ビジョンを制定しております。その中で「誠実なコミュ
ニケーションと市場をリードする技術力でお客さまの思いをカタチにし、新たな価値を創出し続ける
企業グループ」を将来ありたい姿として掲げ、お客さまと共に成長する企業グループとして邁進して
いく決意を表明しております。
営業・製造・技術・管理などあらゆる部門で働く従業員一人ひとりが「お客さま第一」の視点に立ち、

企画提案力と独自技術、徹底した品質管理に支えられた付加価値の高い製品・サービスを幅広い業界
のお客さまに提供し続けることで、顧客満足度を向上させるとともに、市場での評価を高め、当社の
めざす真に豊かな未来の実現に取り組んでまいります。
当社および当グループは、2021年度をスタートとする新たな中期経営計画（2021年度から2024

年度までの4ヵ年計画）を策定いたしました。全社視点での重点施策および、各事業における施策を着
実に実行することで計画達成を確かなものとし、持続的な成長とさらなる企業価値向上をめざして事
業活動を進めております。中期経営計画の詳細は、当社ウェブサイト
（https://www.kyodoprinting.co.jp/release/2021/announce_210514_4.pdf）
をご参照願います。
また、当社取締役会の構成は、独立社外取締役3名を含む取締役7名とするなど、一層のコーポレー

ト・ガバナンス強化に努めております。

（３）		当社株式の大量買付行為への対応策（基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務
および事業の方針の決定が支配されることを防止するための取組み）の概要

本プランは、買付者または買付提案者が当社株式の一定数以上の買付けその他の有償の譲受けまた
はその提案（以下「買付け等」といいます。）を行うにあたり、所定の手続に従うことを要請するとと
もに、かかる手続に従った場合であっても当該買付け等が当社の企業価値および株主共同の利益を著
しく害するものであると判断される場合には、かかる買付け等に対する対抗措置として、原則として
新株予約権を株主の皆様に無償で割り当てるものです。
なお、本プランの有効期間は、2022年6月29日開催の定時株主総会の終結の時から2025年3月期

に係る定時株主総会の終結の時までとします。
本プランの対象となる買付け等は、（ⅰ）当社の株券等の保有者が保有する当社株券等に係る株券等

保有割合の合計、（ⅱ）当社の株券等の買付けその他の有償の譲受けまたはこれらに類似する行為を行
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う者が所有しまたは所有することとなる当社の株券等およびその者の特別関係者が所有する当社の株
券等に係る株券等所有割合の合計のいずれかが、20％以上となる者による当社の株券等の買付けその
他の有償の譲受けもしくはこれらに類似する行為またはその提案とします（ただし、当社取締役会が
あらかじめ承認したものを除きます。このような買付け等を行いまたは行おうとする者を以下「大量
買付者」といいます。）。

本プランに従って割り当てられる新株予約権（以下「本新株予約権」といいます。）には、（ⅰ）大
量買付者およびその関係者による行使を禁止する行使条件や、（ⅱ）当社が本新株予約権の取得と引換
えに大量買付者およびその関係者以外の株主の皆様に当社株式を交付する取得条項、（ⅲ）大量買付者
およびその関係者が有する本新株予約権について、一定の行使条件や取得条項が付された別の新株予
約権を対価として取得する旨の取得条項（当社取締役会が決定した場合）等を付すことが予定されて
おります。

本新株予約権の無償割当てが実施された場合、かかる行使条件や取得条項により、当該大量買付者
およびその関係者の有する議決権の当社の総議決権に占める割合は、大幅に希釈化される可能性があ
ります。

（４）		上記（２）、（３）の取組みが基本方針に沿い、当社株主の共同の利益を損なうものではなく、
当社役員の地位の維持を目的とするものではないことおよびその理由

イ． 経済産業省・法務省、東京証券取引所の買収防衛策に関する指針や基準を完全に充足しています。
ロ． 株主の皆様の判断のための情報や時間を確保するためのものであり、企業価値および株主共同

の利益の確保または向上を目的として導入されたものです。
ハ．定時株主総会での承認を経ており、株主意思を重視するものとなっています。
ニ． 対抗措置の発動は、当社と特別な利害関係のない社外役員や有識者に該当する委員3名以上によ

り構成される独立委員会を設置し、その勧告を最大限尊重した上で取締役会が決定するほか、
株主の皆様の意思を直接確認することが実務上適切と判断するときは、株主総会を開催し、株
主の皆様の意思を確認することとしているため、当社取締役会の恣意的判断を排除できます。

ホ． 対抗措置の発動に関し、合理的な客観的要件を予め定めています。
ヘ． 独立委員会は独立した地位にある第三者の助言を得ることができ、判断の公正性、合理性をよ

り強く担保できます。
ト． 本プランは取締役会の決議によりいつでも廃止することが可能であり、デッドハンド型買収防

衛策ではありません。また、当社は取締役の任期を1年としており、期差任期制度を採用してい
ないため、スローハンド型買収防衛策でもありません。

　以上の理由で当社取締役会は上記（２）、（３）の取組みが基本方針に沿い、当社株主の共同の利益
を損なうものではなく、当社役員の地位の維持を目的とするものではないと判断いたします。
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連結貸借対照表		（2023年3月31日現在）

(注) 記載金額は百万円未満を切捨てて表示しています。

（単位：百万円）
科目 金額
（資産の部）
流動資産

現金及び預金
受取手形
売掛金
商品及び製品
仕掛品
原材料及び貯蔵品
その他
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産

建物及び構築物
機械装置及び運搬具
工具、器具及び備品
土地
リース資産
建設仮勘定

無形固定資産
のれん
ソフトウエア
その他

投資その他の資産
投資有価証券
退職給付に係る資産
繰延税金資産
その他
貸倒引当金

 
45,912
10,557
5,568

21,328
3,436
2,850
1,244

939
△11

77,558
59,710
28,940
12,769
1,537

14,864
1,148

450
1,550

380
964
206

16,297
12,802
2,056

310
1,132

△5
資産合計 123,471

科目 金額
（負債の部）
流動負債

支払手形及び買掛金
短期借入金
1年内償還予定の社債
1年内返済予定の長期借入金
リース債務
未払法人税等
賞与引当金
役員賞与引当金
環境対策引当金
独占禁止法関連損失引当金
その他

固定負債
長期借入金
リース債務
繰延税金負債
役員株式給付引当金
退職給付に係る負債
資産除去債務
長期前受金
その他

 
33,800
17,627

112
3,000
2,405

383
237

1,283
44

102
838

7,764
31,951
6,182

914
1,078

15
6,473

8
17,066

211
負債合計 65,751
（純資産の部）
株主資本

資本金
資本剰余金
利益剰余金
自己株式

その他の包括利益累計額
その他有価証券評価差額金
為替換算調整勘定
退職給付に係る調整累計額

非支配株主持分

51,919
4,510
1,688

47,881
△2,160

5,770
5,881

196
△307

30
純資産合計 57,720
負債・純資産合計 123,471
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連結損益計算書		（2022年4月1日から2023年3月31日まで） （単位：百万円）
科目 金　　　額
売上高 93,363
売上原価 76,077

売上総利益 17,286
販売費及び一般管理費 16,510

営業利益 775
営業外収益

受取利息及び配当金 291
物品売却益 34
設備賃貸料 73
保険配当金 179
為替差益 4
その他 255 839

営業外費用
支払利息 144
設備賃貸費用 42
持分法による投資損失 38
その他 100 326
経常利益 1,289

特別利益
投資有価証券売却益 1,910
固定資産売却益 53
退職給付制度改定益 376
その他 8 2,349

特別損失
固定資産除却損 246
減損損失 326
独占禁止法関連損失 838
本社移転費用 204
その他 20 1,636

税金等調整前当期純利益 2,001
法人税、住民税及び事業税 470
法人税等調整額 284 755

当期純利益 1,246
非支配株主に帰属する当期純利益 △6
親会社株主に帰属する当期純利益 1,253
(注) 記載金額は百万円未満を切捨てて表示しています。

連結計算書類

48



連結株主資本等変動計算書		（2022年4月1日から2023年3月31日まで）
 （単位：百万円）

株主資本
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 4,510 1,645 47,454 △1,216 52,393
当期変動額
　剰余金の配当 △825 △825
　親会社株主に帰属する当期純利益 1,253 1,253
　自己株式の取得 △1,000 △1,000
　自己株式の処分 56 56
　非支配株主との取引に係る親会社
　の持分変動 42 42
　株主資本以外の項目の当期変動額
　（純額）
当期変動額合計 － 42 427 △944 △473
当期末残高 4,510 1,688 47,881 △2,160 51,919

その他の包括利益累計額
非支配株主

持分 純資産合計その他
有価証券

評価差額金
為替換算
調整勘定

退職給付
に係る

調整累計額

その他の
包括利益

累計額合計
当期首残高 8,553 0 211 8,765 118 61,277
当期変動額
　剰余金の配当 △825
　親会社株主に帰属する当期純利益 1,253
　自己株式の取得 △1,000
　自己株式の処分 56
　非支配株主との取引に係る親会社
　の持分変動 42
　株主資本以外の項目の当期変動額
　（純額） △2,671 195 △518 △2,995 △88 △3,083

当期変動額合計 △2,671 195 △518 △2,995 △88 △3,557
当期末残高 5,881 196 △307 5,770 30 57,720

（注）記載金額は百万円未満を切捨てて表示しています。
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連	結	注	記	表
（連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）
１．連結の範囲に関する事項
（1） 連結子会社の数　　17社
（2） 主要な連結子会社の名称

共同印刷マーケティングソリューションズ（株）、デジタルカタパルト（株）、共同印刷西日本
（株）、共同物流（株）
なお、2022年11月1日付で、共同クレハブローボトル（株）は当社完全子会社となり、共同ブ 
ローボトル（株）に商号変更しています。

２．持分法の適用に関する事項
（1） 持分法適用の非連結子会社および関連会社の数　１社
（2） 主要な持分法適用の非連結子会社および関連会社の名称

共同製本（株） 
（3） 持分法を適用していない関連会社の名称

（株）コスモスキャナー
持分法を適用しなかった理由

持分法非適用会社は、当期純損益（持分に見合う額）および利益剰余金（持分に見合う額）
等からみて、持分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体
としても重要性がないため持分法の適用範囲から除外しています。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項
　連結子会社の共印商貿(上海)有限公司、KYODO PRINTING (VIETNAM) CO.LTD.および 
PT.Arisu Graphic Primaの決算日は12月31日です。
　連結計算書類の作成にあたっては、同日現在の計算書類を使用し、連結決算日との間に生じた重
要な取引については、連結上必要な調整を行うこととしています。

４．会計方針に関する事項
（1） 重要な資産の評価基準および評価方法
　①　有価証券
　　　その他有価証券
　　　市場価格のない株式等以外のもの…… 時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却

原価は移動平均法により算定）
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　　　市場価格のない株式等……………… 主として移動平均法による原価法
　②　棚卸資産
　　　製品、仕掛品………………………… 主として個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法により算定）
　　　原材料、貯蔵品……………………… 主として先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益

性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）
（2） 重要な減価償却資産の減価償却の方法

①　有形固定資産…………………
　（リース資産を除く）

定額法。なお、主な耐用年数については、以下のとおりです。
　建物及び構築物 31～50年
　機械装置及び運搬具 ４～10年

②　無形固定資産…………………
　（リース資産を除く）

定額法。なお、ソフトウエア（自社利用分）については、社内に
おける利用可能期間（５年）に基づいています。

③　リース資産……………………イ．所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法に
よっています。

ロ．所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零（残価保証の取決
めがある場合には残価保証額）とする定額法によっています。

（3） 重要な引当金の計上基準
①　貸倒引当金…………………… 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒

実績率、貸倒懸念債権および破産更生債権等については個別に回
収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しています。

②　賞与引当金…………………… 従業員等の賞与の支給に充てるため、支給見込額を期間に対応し
て計上しています。

③　役員賞与引当金……………… 取締役の賞与の支給に充てるため、支給見込額を期間に対応して
計上しています。

④　独占禁止法関連損失引当金… 独占禁止法に関連する損失に備えるため、将来発生する可能性の
ある損失を見積り、必要と認められる金額を計上しています。

⑤　役員株式給付引当金………… 役員株式給付規程に基づく取締役等への当社株式の給付に備える
ため、当連結会計年度末における株式給付債務の見込額に基づき
計上しています。

⑥　環境対策引当金……………… 将来にわたる環境対策の処理支出に備えるため、処理見込額を計
上しています。
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（4） 収益および費用の計上基準
　情報コミュニケーション部門、情報セキュリティ部門、生活・産業資材部門の製造・販売を主
な事業とし、これらの販売は顧客との販売契約に基づいて製品を引き渡す履行義務を負っていま
す。また、収益においては、製品を引き渡す一時点において、顧客が当該製品に対する支配を獲
得して当該履行義務が充足されると判断し、引渡時点で収益を認識しています。

（5） 重要なヘッジ会計の方法
①　ヘッジ会計の方法…………… 繰延ヘッジ処理を採用しています。なお、為替変動リスクのヘッ

ジについて振当処理の要件を充たしている場合には振当処理を採
用しています。また、連結会社間取引をヘッジ対象としている為
替予約取引については、時価評価を行い、評価差額を当連結会計
年度の損益として処理しています。

②　ヘッジ手段とヘッジ対象…… ヘッジ手段…為替予約
ヘッジ対象…外貨建金銭債権債務

③　ヘッジ方針…………………… 社内規程等に基づき、外貨建取引の為替相場の変動リスクを回避
する目的で為替予約取引を行い、ヘッジ対象の識別は個別契約毎
に行っています。

④　ヘッジ有効性評価の方法…… 当社が利用している為替予約については、社内規程等に従って、
原則としてヘッジ対象と同一通貨建による同一金額で同一期日の
為替予約を振当てているため、その後の為替相場の変動による相
関関係は完全に確保されているので、決算日における有効性の評
価を省略しています。

（6） のれんの償却に関する事項
のれんの償却方法および償却期間… のれんの償却については、５年以内のその効果が及ぶと見積もら

れる期間で均等償却を行っています。
（7） その他

退職給付に係る会計処理の方法… 退職給付に係る負債は、従業員の退職給付に備えるため、当連結
会計年度末における見込額に基づき、退職給付債務から年金資産
を控除した額を計上しています。なお、退職給付債務の算定にあ
たり、退職給付見込額を当連結会計年度までの期間に帰属させる
方法については、給付算定式基準によっています。
過去勤務費用はその発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一
定の年数（８年）による定額法により費用処理しています。
数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の
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平均残存勤務期間以内の一定の年数（８年）による定額法により
按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理してい
ます。
未認識数理計算上の差異については、税効果を調整の上、純資産
の部におけるその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計
額に計上しています。

（会計方針の変更に関する注記）
時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用
「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年6月17日。以

下「時価算定会計基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準
適用指針第27-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会
計方針を将来にわたって適用することとしました。これによる連結計算書類への影響は軽微です。

（会計上の見積りに関する注記）
　該当事項はありません。

（追加情報）
１．従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引

（1） 株式給付信託（BBT）
　当社は、2018年6月28日開催の第138期定時株主総会決議に基づき、当社の取締役および
執行役員並びに一部の当社子会社における役付取締役 （以下「取締役等」という。）に対する
新たな業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（BBT（＝Board Benefit Trust））」（以下「本
制度」という。）を導入しています。

①取引の概要
　本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託を通じて取得され、取締役等
に対して、当社および一部の当社子会社が定める役員株式給付規程に従って、業績達成度等
に応じて当社株式および当社株式を時価で換算した金額相当の金銭が信託を通じて給付され
る株式報酬制度です。なお、取締役等が当社株式等の給付を受ける時期は、原則として、取
締役等の退任時となります。
②信託に残存する自社の株式
　当社は、信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）
により、純資産の部に自己株式として計上しています。当連結会計年度末における当該自己
株式の帳簿価額は、161百万円、株式数は55千株です。
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③総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額
　該当事項はありません。

（2） 株式給付信託（J－ESOP）
　当社は、2022年2月18日開催の取締役会決議に基づき、2022年3月10日より、当社の株
価や業績と従業員の処遇の連動性をより高め、経済的な効果を株主の皆様と共有することによ
り、株価および業績向上への従業員の意欲や士気を高めるため、「株式給付信託（J－ESOP）」

（以下「本制度」という。）を導入しています。
①取引の概要
　本制度の導入に際し制定した「株式給付規程」に基づき、一定の要件を満たした当社の従
業員に対し当社株式を給付する仕組みです。
　将来給付する株式を予め取得するために、当社は「株式給付信託（J－ESOP）」の信託財
産として株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）に金銭を信託し、当該信託銀行はその信
託された金銭により当社株式を取得しています。
②信託に残存する自社の株式
　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、
純資産の部に自己株式として計上しています。当連結会計年度末における当該自己株式の帳
簿価額は、417百万円、株式数は150千株です。
③総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額
　該当事項はありません。

（3） 株式給付信託（従業員持株会処分型）
　当社は、2022年２月18日開催の取締役会決議に基づき、2022年３月10日より、従業員の
福利厚生の増進および当社の企業価値向上に係るインセンティブの付与を目的として、「株式
給付信託（従業員持株会処分型）」（以下「本制度」という。）を導入しています。

①取引の概要
　本制度の導入にあたり、当社は、当社を委託者、みずほ信託銀行株式会社（以下「受託者」
という。）を受託者とする「株式給付信託（従業員持株会処分型）契約書」（以下「本信託契
約」という。）を締結しています。（以下、本信託契約に基づいて設定される信託を「本信託」
という。）。また、受託者は株式会社日本カストディ銀行との間で、株式会社日本カストディ
銀行を再信託受託者として有価証券等の信託財産の管理を再信託する契約を締結しています。
　本信託は、今後５年間にわたり持株会が購入することが見込まれる数に相当する当社株式
を予め一括して取得し、以後、持株会の株式購入に際して当社株式を売却していきます。本
信託による持株会への当社株式の売却を通じて、信託終了時までに、本信託の信託財産内に
株式売却益相当額が累積した場合には、かかる金銭を残余財産として、受託者適格要件を充
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足する持株会加入者（従業員）に分配します。
　また、当社は、本信託が当社株式を取得するために借入に際し保証をするため、当社株価
の下落等により、信託終了時において、株式売却損相当額の借入残債がある場合には、保証
契約に基づき当社が当該残債を弁済することとなります。
②信託に残存する自社の株式
　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、
純資産の部に自己株式として計上しています。当連結会計年度末における当該自己株式の帳
簿価額は、224百万円、80千株です。
③総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額
　当連結会計年度末　長期借入金　229百万円

２．退職給付制度の移行
当社は2022年10月1日付で退職金制度の改定を行い、給付水準を一部見直すとともに、現役従業

員の企業年金については確定拠出年金制度を導入し、確定給付企業年金制度から全額移行しています。
移行等に伴う会計処理については、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適

用指針第1号 2016年12月16日改正）および「退職給付制度間の移行等の会計処理に関する実務上
の取扱い」（実務対応報告 第2号 2007年2月7日改正）を適用し、当連結会計年度において、退職給
付制度改定益376百万円を特別利益に計上しています。

（連結貸借対照表に関する注記）
１．有形固定資産の減価償却累計額　　　　　 76,999百万円
２．貸出コミットメント契約

　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行３行と当座貸越契約を締結しています。こ
れら契約に基づく借入未実行残高は次のとおりです。なお、当該契約には一定の財務制限条項が付
されています。

当座貸越極度額および貸出コミットメントの総額 2,800百万円
借入実行残高 －百万円
差引額 2,800百万円

３．財務制限条項
　長期借入金のうち、以下の残高については一定の財務制限条項が付されています。

１年内返済予定の長期借入金 2,400百万円
長期借入金 4,800百万円

４． 流動負債の「その他」に含まれる契約負債の金額は、「連結注記表（収益認識に関する注記）」に記
載しています。
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５．偶発債務 
　当社は、入札に関し公正取引委員会より独占禁止法に基づく排除措置命令および課徴金納付命令
を受けた日本年金機構の帳票作成業務等について、同機構との業務委託契約に基づく「損害賠償請
求書」を2023年３月２日に同機構より受領し、元金については独占禁止法関連損失引当金を計上
しています。遅延損害金については引き続き内容を精査し対応を検討していますが、状況によって
は、今後、金銭的負担が生じる可能性があります。

・損害賠償請求金額
（１）元金　　　 838百万円
（２）遅延損害金 139百万円（2023年３月末日時点）

（連結損益計算書に関する注記）
１．顧客との契約から生じる収益

売上高については、顧客との契約から生じる収益およびそれ以外の収益を区分して記載していま
せん。顧客との契約から生じる収益の金額は、「連結注記表（収益認識に関する注記）１．収益の分
解情報」に記載しています。

２．独占禁止法関連損失
当社は、入札に関し公正取引委員会より独占禁止法に基づく排除措置命令および課徴金納付命令

を受けた日本年金機構の帳票作成業務等について、同機構との業務委託契約に基づく「損害賠償請
求書」を2023年3月2日に同機構より受領し、2023年4月28日の取締役会において、損害賠償請求
金額のうち元金部分を支払うことを決議しました。このため、当該決議による金額を特別損失とし
て計上しています。
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３．減損損失
　当連結会計年度において、当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上してい
ます。

セグメント区分 場所 用途 種類 金額
（百万円）

生活・産業資材部門
ベトナム社会主義
共和国
ドンナイ省

ラミネートチュー
ブ生産設備

建物及び構築物 79
機械装置及び運搬具 123
工具、器具及び備品 2
リース資産 3
建設仮勘定 1
投資その他の資産（その他） 41

生活・産業資材部門 茨城県守谷市 ティシュー用品生
産設備 リース資産 68

情報コミュニケーシ
ョン部門 東京都文京区 電子書籍 無形固定資産（その他） 6

当社グループは、事業用資産については主として継続的に収支の把握を行っている管理会計上の
区分を基礎として製造工程等の関連性を加味して、処分予定資産および遊休資産については個別の
物件を単位として、資産のグルーピングを行っています。
上記資産において当初想定していた収益が見込めなくなったため、帳簿価額を回収可能価額まで

減額し、当該減少額を減損損失326百万円として特別損失に計上しています。なお、回収可能価額
は正味売却価額または使用価値により測定しており、土地および建物については不動産鑑定士によ
る不動産鑑定評価額により評価し、その他の資産については見積将来キャッシュ・フローを2.82％
で割り引いて算定しています。
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（連結株主資本等変動計算書に関する注記）
１．当連結会計年度の末日における発行済株式の総数
　　　普通株式　　　　　　　　　　　　　　　　　　8,370,000株
２．当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項

決　　　議 株式の種類 配当金の総額 1株当たり配当額 基準日 効力発生日
2022年6月29日
定時株主総会（注1） 普通株式 412百万円 50円00銭 2022年3月31日 2022年6月30日
2022年11月8日
取締役会（注2） 普通株式 412百万円 50円00銭 2022年9月30日 2022年12月8日

（注1） 2022年6月29日定時株主総会決議による配当金の総額には「株式給付信託（BBT、J－ESOPおよび従業員持株
会処分型）」の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する当社株式に対する配当金
15百万円が含まれています。

（注2） 2022年11月8日取締役会決議による配当金の総額には「株式給付信託（BBT、J－ESOPおよび従業員持株会処
分型）」の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する当社株式に対する配当金14百
万円が含まれています。

３．基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの
　2023年6月29日開催の第143期定時株主総会において次のとおり付議する予定としています。

株式の種類 配当の原資 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日
普通株式 利益剰余金 395百万円 50円00銭 2023年3月31日 2023年6月30日

（注）  配当金の総額には「株式給付信託（BBT、J－ESOPおよび従業員持株会処分型）」の信託財産として、株式会社日
本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する当社株式に対する配当金14百万円が含まれています。

（金融商品に関する注記）
１．金融商品の状況に関する事項

当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、銀行等金融機関からの借入や社
債発行により資金を調達しています。

受取手形および売掛金に係る顧客の信用リスクは、与信管理規程に沿ってリスク低減を図ってい
ます。また、投資有価証券は主として株式であり、上場株式については四半期ごとに時価の把握を
行っています。

借入金の使途は運転資金（主として短期）および設備投資資金（長期）です。なお、デリバティ
ブは社内規程等に従い、実需の範囲で行うこととしています。
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２．金融商品の時価等に関する事項
　2023年3月31日における連結貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については、次のと
おりです。

連結貸借対照表計上額
（百万円）

時価
（百万円）

差額
（百万円）

（1） 投資有価証券（*3） 12,448 12,448 ―
（2） 社債 （3,000） （2,997） △2
（3） 長期借入金 （8,588） （8,588） ―
（4） デリバティブ取引    （*4） （21） （21） ―

（*1） 負債に計上されているものについては、（　）で示しています。
（*2） 「現金及び預金」、「受取手形」、「売掛金」、「支払手形及び買掛金」および「短期借入金」については、現金で

あること、および短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略して
います。

（*3） 市場価格のない株式等は「（1） 投資有価証券」には含まれておりません。当該金融商品の連結貸借対照表計
上額は以下のとおりです。

区分 連結貸借対照表計上額（百万円）
非上場株式 291
非上場債券 7

貸借対照表に持分相当額を純額で計上する組合等への出資は、「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企
業会計基準適用指針第31号　2021年6月17日。以下「時価算定会計基準適用指針」という。）第24-16項に
定める取扱いに基づき、時価開示の対象とはしていません。
当該金融商品の連結貸借対照表計上額は55百万円です。

（*4） デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目に
ついては、（　）で示しています。

３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性および重要性に応じて、以下の３
つのレベルに分類しています。

レベル１の時価： 観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成され
る当該時価の算定の対象となる資産または負債に関する相場価格により算定し
た時価

レベル２の時価： 観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の
時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価： 観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプット
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がそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類して
います。

（1） 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品
　　当連結会計年度（2023年3月31日）

区分
時価（百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資有価証券
　その他有価証券
　　株式 12,448 ― ― 12,448
デリバティブ取引
　通貨関連 ― （21） ― （21）

（2） 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
　　当連結会計年度（2023年3月31日）

区分
時価（百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
社債 ― （2,997） ― （2,997）
長期借入金 ― （8,588） ― （8,588）

（注）時価の算定に用いた評価技法および時価の算定に係るインプットの説明
・投資有価証券

　上場株式、国債、地方債および社債は相場価格を用いて評価しています。上場株式および国債は活発な市場で
取引されているため、その時価をレベル１の時価に分類しています。

・デリバティブ取引
　為替予約の時価は、金利や為替レート等の観察可能なインプットを用いて割引現在価値法により算定しており、
レベル２の時価に分類しています。

・社債（１年内償還予定を含む）
　当社の発行する社債の時価は、元利金の合計額と、当該社債の残存期間および信用リスクを加味した利率を基
に割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しています。　

・長期借入金
　時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間および信用リスクを加味した利率を基に、割引現在価値法に
より算定し、レベル２の時価に分類しています。
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（賃貸等不動産に関する注記）
　当社および一部の連結子会社では、東京都その他の地域において、賃貸用の土地・オフィスビル等
を有しています。当連結会計年度における当該賃貸等不動産に関する賃貸損益は352百万円（主な賃
貸収益は売上高に、主な賃貸費用は売上原価に計上）です。
　また、当該賃貸等不動産の連結貸借対照表計上額、期中増減額および時価は、次のとおりです。なお、
当連結会計年度において賃貸等不動産の重要性が増したため、当連結会計年度より記載しています。

（単位：百万円）
当連結会計年度

（自　2022年４月１日
至　2023年３月31日）

連結貸借対照表計上額
期首残高 1,185
期中増減額 1,124
期末残高 2,309

期末時価 14,332
（注） 1. 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額および減損損失累計額を控除した金額です。
 2.  期中増減額のうち、当連結会計年度の主な増加額は賃貸等不動産への用途変更（1,115百万円）であり、主な

減少額は減価償却費です。
 3.  期末の時価は、主要な物件については社外の不動産鑑定士による不動産調査報告書等に基づく金額、その他に

ついては、適切に市場価額を反映していると考えられる指標等に基づくものです。

（収益認識に関する注記）
１．収益の分解情報

（単位：百万円）
報告セグメント

その他
（注） 合計情報コミュニ

ケーション部門
情報セキュリ

ティ部門
生活・産業
資材部門 計

売上高
顧客との契約から
生じる収益 35,134 25,943 30,076 91,153 1,762 92,916

その他の収益 ― ― ― ― 447 447
外部顧客への売上高 35,134 25,943 30,076 91,153 2,209 93,363

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業であり、物流事業、保険取扱事業および不動産管理事業等
を含んでいます。

連結計算書類

61



２．収益を理解するための基礎となる情報
「（連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）４．会計方針に関する事項

（4）収益および費用の計上基準」に記載のとおりです。

３．当期および翌期以降の収益の金額を理解するための情報
（1） 顧客との契約から生じた債権、契約資産および契約負債の残高

（単位：百万円）
区分 当連結会計年度

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 26,335
顧客との契約から生じた債権（期末残高） 26,896
契約負債（期首残高） 846
契約負債（期末残高） 97

（2） 残存履行義務に配分した取引価格
　当社グループにおいては、予想契約期間が１年を超える重要な取引はありません。また、顧客
との契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありません。

（1株当たり情報に関する注記）
１．1株当たり純資産額 7,575円80銭
２．1株当たり当期純利益 159円35銭
（注） 「株式給付信託（BBT）」、「株式給付信託（J－ESOP）」および「株式給付信託（従業員持株会処分型）」の信託

財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する当社株式を、1株当たり純資産額の算定上、
期末発行済株式総数から控除する自己株式に含めています。1株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己
株式の期末株式数は、「株式給付信託（BBT）」は55,800株、「株式給付信託（J－ESOP）」は150,000株、「株
式給付信託（従業員持株会処分型）」は80,700株です。

 また、1株当たり当期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めています。1株
当たり当期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、「株式給付信託（BBT）」は56,108株、

「株式給付信託（J－ESOP）」は150,000株、「株式給付信託（従業員持株会処分型）」は89,977株です。
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貸借対照表		（2023年3月31日現在） （単位：百万円）
科目 金額
（資産の部）
流動資産

現金及び預金
受取手形
売掛金
商品及び製品
仕掛品
原材料及び貯蔵品
前払費用
未収入金
短期貸付金
その他
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産

建物
構築物
機械及び装置
車両運搬具
工具、器具及び備品
土地
リース資産
建設仮勘定

無形固定資産
借地権
電話加入権
施設利用権
ソフトウエア
のれん

投資その他の資産
投資有価証券
関係会社株式
長期貸付金
前払年金費用
事業保険積立金
破産更生債権等
その他
貸倒引当金

41,118
8,438
5,032

19,721
3,222
2,611

773
248

1,002
325
80

△337
74,127
50,502
26,030

844
9,042

40
1,329

12,255
546
412

1,316
70
4

13
849
380

22,308
12,729
6,004

790
2,191

538
0

257
△202

資産合計 115,246

科目 金額
（負債の部）
流動負債

支払手形
買掛金
1年内償還予定の社債
1年内返済予定の長期借入金
リース債務
未払金
未払費用
未払法人税等
ＣＭＳ預り金
賞与引当金
役員賞与引当金
環境対策引当金
独占禁止法関連損失引当金
設備関係支払手形
営業外電子記録債務
その他

固定負債
長期借入金
リース債務
繰延税金負債
役員株式給付引当金
退職給付引当金
長期前受金
その他

35,234
5,292
9,882
3,000
2,400

182
1,052
1,483

86
7,661

829
35

102
838
35

664
1,687

30,365
6,129

424
1,079

15
5,541

17,066
108

負債合計 65,599
（純資産の部）
株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金
利益剰余金

利益準備金
その他利益剰余金

特別償却準備金
新事業開拓事業者投資損失準備金
固定資産圧縮積立金
別途積立金
繰越利益剰余金

自己株式
評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

43,695
4,510
1,742
1,742

39,580
1,127

38,452
0

26
2,147

36,128
149

△2,137
5,952
5,952

純資産合計 49,647
負債・純資産合計 115,246

(注) 記載金額は百万円未満を切捨てて表示しています。
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損益計算書		（2022年4月1日から2023年3月31日まで） （単位：百万円）

(注) 記載金額は百万円未満を切捨てて表示しています。

科目 金　　　額
売上高 82,317
売上原価 69,459

売上総利益 12,858
販売費及び一般管理費 13,721

営業損失 863
営業外収益

受取利息及び配当金 950
物品売却益 27
設備賃貸料 1,633
保険配当金 179
関係会社管理料 391
その他 338 3,521

営業外費用
支払利息 124
設備賃貸費用 808
その他 131 1,063

経常利益 1,594
特別利益

投資有価証券売却益 1,895
固定資産売却益 23
退職給付制度改定益 379
その他 8 2,307

特別損失
固定資産除却損 215
独占禁止法関連損失 838
関係会社株式評価損 1,356
その他 187 2,597

税引前当期純利益 1,303
法人税、住民税及び事業税 265
法人税等調整額 477 743

当期純利益 560
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株主資本等変動計算書		（2022年4月1日から2023年3月31日まで）
 （単位：百万円）

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本
準備金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金
利益

剰余金
合計

特別
償却

準備金

新事業開
拓事業者
投資損失
準備金

固定資産
圧縮

積立金
別途

積立金
繰越
利益

剰余金

当期首残高 4,510 1,742 1,742 1,127 0 28 2,166 36,128 367 39,818
当期変動額

特別償却準備金の取崩 △0 0 －
企業結合による増加 26 26
新事業開拓事業者投資損失
準備金の積立 26 △26 －
新事業開拓事業者投資損失
準備金の取崩 △28 28 －
固定資産圧縮積立金の取崩 △18 18 －
剰余金の配当 △825 △825
当期純利益 560 560
自己株式の取得 －
自己株式の処分 －
株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － － － － △0 △1 △18 － △217 △238
当期末残高 4,510 1,742 1,742 1,127 0 26 2,147 36,128 149 39,580

株主資本 評価・換算差額等
純資産
合計自己

株式
株主
資本
合計

その他
有価証券

評価
差額金

評価・
換算差額
等合計

当期首残高 △1,193 44,877 8,638 8,638 53,515
当期変動額

特別償却準備金の取崩 － －
企業結合による増加 26 26
新事業開拓事業者投資損失
準備金の積立 － －
新事業開拓事業者投資損失
準備金の取崩 － －
固定資産圧縮積立金の取崩 － －
剰余金の配当 △825 △825
当期純利益 560 560
自己株式の取得 △1,000 △1,000 △1,000
自己株式の処分 56 56 56
株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） △2,685 △2,685 △2,685

当期変動額合計 △944 △1,182 △2,685 △2,685 △3,868
当期末残高 △2,137 43,695 5,952 5,952 49,647

（注）記載金額は百万円未満を切捨てて表示しています。
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個	別	注	記	表
（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
１．有価証券の評価基準および評価方法
（1） 子会社株式および関連会社株式……移動平均法による原価法
（2） その他有価証券
　　市場価格のない株式等以外のもの… 時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原

価は移動平均法により算定）
　　市場価格のない株式等………………主として移動平均法による原価法

２．棚卸資産の評価基準および評価方法
（1） 製品、仕掛品…………………………個別法による原価法

（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法
により算定）

（2） 原材料、貯蔵品………………………先入先出法による原価法
（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法
により算定）

３．固定資産の減価償却の方法
（1） 有形固定資産…………………………
　（リース資産を除く）

定額法。なお、主な耐用年数については、以下のとおりです。
　建物 31～50年
　機械及び装置 ４～10年

（2） 無形固定資産…………………………
　（リース資産を除く）

定額法。なお、ソフトウエア（自社利用分）については､ 社
内における利用可能期間（５年）に基づいています。

（3）リース資産……………………………所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零（残価保証の取決
めがある場合には残価保証額）とする定額法によっています。

（4） 長期前払費用…………………………均等償却

４．引当金の計上基準
（1） 貸倒引当金…………………………… 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については

貸倒実績率、貸倒懸念債権および破産更生債権等については
個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上していま
す。

（2） 賞与引当金…………………………… 従業員等の賞与の支給に充てるため、支給見込額を期間に対
応して計上しています。
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（3） 役員賞与引当金……………………… 取締役の賞与の支給に充てるため、支給見込額を期間に対応
して計上しています。

（4） 独占禁止法関連損失引当金………… 独占禁止法に関連する損失に備えるため、将来発生する可能
性のある損失を見積り、必要と認められる金額を計上してい
ます。

（5） 役員株式給付引当金………………… 役員株式給付規程に基づく取締役等への当社株式の給付に備
えるため、当事業年度末における株式給付債務の見込額に基
づき計上しています。

（6） 退職給付引当金……………………… 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職
給付債務および年金資産の見込額に基づき、当事業年度末に
おいて発生していると認められる額を計上しています。
過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以
内の一定の年数（８年）による定額法により費用処理してい
ます。
数理計算上の差異については、各事業年度の発生時の従業員
の平均残存勤務期間以内の一定の年数（８年）による定額法
により、それぞれ発生の翌事業年度から費用処理することと
しています。

（7） 環境対策引当金……………………… 将来にわたる環境対策の処理支出に備えるため、処理見込額
を計上しています。

５．収益および費用の計上基準
　情報コミュニケーション部門、情報セキュリティ部門、生活・産業資材部門の製造、販売を主な
事業とし、これらの販売は顧客との販売契約に基づいて製品を引き渡す履行業務を負っています。
また、収益においては、製品を引き渡す一時点において、顧客が当該製品に対する支配を獲得して
当該履行義務が充足されると判断し、引渡時点で収益を認識しています。

６．ヘッジ会計の方法
（1） ヘッジ会計の方法…………………… 繰延ヘッジ処理を採用しています。また、為替変動リスクの

ヘッジについて振当処理の要件を充たしている場合には振当
処理を採用しています。

（2） ヘッジ手段とヘッジ対象…………… ヘッジ手段…為替予約
ヘッジ対象…外貨建金銭債権債務

（3） ヘッジ方針…………………………… 社内規程等に基づき、外貨建取引の為替相場の変動リスクを
回避する目的で為替予約取引を行い、ヘッジ対象の識別は個
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別契約毎に行っています。
（4） ヘッジ有効性評価の方法…………… 当社が利用している為替予約については、社内規程等に従っ

て、原則としてヘッジ対象と同一通貨建による同一金額で同
一期日の為替予約を振当てているため、その後の為替相場の
変動による相関関係は完全に確保されているので、決算日に
おける有効性の評価を省略しています。

７．その他
退職給付に係る会計処理……………… 退職給付に係る未認識数理計算上の差異の未処理額の会計処

理の方法は、連結計算書類におけるこれらの会計処理の方法
と異なっています。

（会計方針の変更に関する注記）
時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用
「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年6月17日。 

以下「時価算定会計基準適用指針」という。）を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準適
用指針第27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計
方針を将来にわたって適用することとしました。これによる、計算書類への影響はありません。

（会計上の見積りに関する注記）
　会計上の見積りは、計算書類作成時に入手可能な情報に基づいて合理的な金額を算出しています。
　当事業年度の計算書類に計上した金額が会計上の見積りによるもののうち、翌事業年度の計算書類
に重要な影響を及ぼすリスクがある項目は以下のとおりです。

関係会社への貸付金に対する貸倒引当金
１．当事業年度の計算書類に計上した金額

（単位：百万円）
当事業年度

短期貸付金 325
長期貸付金 790
貸付金に対する貸倒引当金 522

２．識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
関係会社への貸付金について、個別に財政状態および経営成績等の状況を勘案し、必要に応じ

貸倒引当金を計上しています。
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これらの評価に使用した主な仮定は、各関係会社の事業計画および成長であり、関連する業種
の将来の趨勢に関する経営者の評価を反映し、外部情報および内部情報の両方から得られた過去
のデータを基礎としています。

当該関係会社の財政状態および経営成績の状況によっては、翌事業年度の計算書類において貸
倒引当金の金額に影響を及ぼす可能性があります。 

（追加情報）
従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引
「連結注記表（追加情報）」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しています。

（貸借対照表に関する注記）
１．有形固定資産の減価償却累計額 59,689百万円
２．保証債務

以下の関係会社の仕入債務等に対し債務保証を行っています。
共同印刷メディアプロダクト（株） 1,085百万円
PT Arisu Graphic Prima 196百万円（22,059百万インドネシアルピア）
TOMOWEL Payment Service（株） 0百万円

３．関係会社に対する金銭債権または金銭債務
短期金銭債権 3,266百万円
長期金銭債権 790百万円
短期金銭債務 10,307百万円

４．貸出コミットメント契約
「連結注記表（連結貸借対照表に関する注記）」に同一の内容を記載しているため、注記を省略
しています。

５．財務制限条項
「連結注記表（連結貸借対照表に関する注記）」に同一の内容を記載しているため、注記を省略
しています。

６．偶発債務
「連結注記表（連結貸借対照表に関する注記）」に同一の内容を記載しているため、注記を省略
しています。
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（損益計算書に関する注記）
関係会社との取引高
　売上高 5,461百万円
　仕入高等 31,315百万円
　営業取引以外の取引高 3,050百万円
独占禁止法関連損失
「連結注記表（連結損益計算書に関する注記）」に同一の内容を記載しているため、注記を省略して
います。

（株主資本等変動計算書に関する注記）
当事業年度末日における自己株式の数
　普通株式 750,566株

（注） 「株式給付信託（BBT、J－ESOPおよび従業員持株会処分型）」の信託財産として、株式会社日本カストディ
銀行（信託Ｅ口）が所有する当社株式286,500株が含まれています。

（税効果会計に関する注記）
繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳（単位：百万円）

繰延税金資産
賞与引当金 253
退職給付引当金 1,695
減価償却費 84
減損損失 474
関係会社株式評価損 1,337
本社再開発費用 279
その他 656
評価性引当額 △1,730
繰延税金負債との相殺 △3,052

繰延税金資産合計 ―

繰延税金負債
固定資産圧縮積立金 946
その他有価証券評価差額金 2,502
その他 682
繰延税金資産との相殺 △3,052

繰延税金負債合計 1,079
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（関連当事者との取引に関する注記）
子会社および関連会社等

属性 会社等の名称
資本金
または
出資金

（百万円）

事業の
内容

議決権
等の所
有割合

関連当事者
との関係

取引の
内容

取引金額
（百万円） 科目 期末残高

（百万円）

子会社

共同物流（株） 70 梱包・
輸送業 100％ 梱包・輸送

業務委託先

CMS預入
（注）1 1,759

CMS
預り金 1,156

CMS払出
（注）1 1,824

（株）コスモグラ
フィック 95 製版業 100％ 製版業務委

託先

CMS預入
（注）1 2,148

CMS
預り金 1,092

CMS払出
（注）1 2,354

共同NPI
パッケージ（株） 45 紙器製品

の製造 65％ 生産業務委
託先

設備賃貸
（注）2 490 設備賃貸

料 ―

共同印刷マーケテ
ィングソリューシ
ョンズ（株）

20 印刷業 100％ 製品の販売
先

製品の
販売

（注）3
5,032 売掛金 2,169

共同印刷メディア
プロダクト（株） 60 印刷業 100％ 生産業務委

託先

CMS預入
（注）1 9,358

CMS
預り金 1,666

CMS払出
（注）1 10,087

設備賃貸
（注）2 554 設備賃貸

料 ―

債務保証
（注）4 1,085 ― ―

取引条件および取引条件の決定方針等
（注） 1. グループ内資金の円滑運用のためにCMS（キャッシュ･マネジメント・システム）を導入しています。なお、

約定利息については市場金利を勘案した上で合理的に決定しています。
 2. 設備賃貸料については、市場価格等を参考に決定しています。
 3. 価格その他の取引条件は、市場価格等を参考に決定しています。
 4. 仕入債務に対する債務保証を行っています。なお、保証料は受領していません。

（収益認識に関する注記）
　収益を理解するための基礎となる情報について連結注記表（収益認識に関する注記）に同一の内容
を記載していますので注記を省略しています。
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（1株当たり情報に関する注記）
１．1株当たり純資産額　　　　　　　　　　　　 6,515円89銭
２．1株当たり当期純利益　　　　　　　　　　　　   71円26銭
（注） 「株式給付信託（BBT）」、「株式給付信託（J－ESOP）」および「株式給付信託（従業員持株会処分型）」の信託

財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する当社株式を、1株当たり純資産額の算定上、
期末発行済株式総数から控除する自己株式に含めています。1株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己
株式の期末株式数は、「株式給付信託（BBT）」は55,800株、「株式給付信託（J－ESOP）」は150,000株、「株
式給付信託（従業員持株会処分型）」は80,700株です。
また、1株当たり当期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めています。1株
当たり当期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、「株式給付信託（BBT）」は56,108株、

「株式給付信託（J－ESOP）」は150,000株、「株式給付信託（従業員持株会処分型）」は89,977株です。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書　謄本

独 立 監 査 人 の 監 査 報 告 書
2023年5月30日

共 同 印 刷 株 式 会 社
取締役会  御中

監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、共同印刷株式会社の2022年4月1日から2023年3
月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本
等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠して、共同印刷株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び
損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。
監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の
基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監
査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、
監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切
な監査証拠を入手したと判断している。
その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し
開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運
用における取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法
人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、そ
の他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどう
か検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか
注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その
事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作
成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

仰 星 監 査 法 人
東京事務所
指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士　川　﨑　　　浩

指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士　野　口　哲　生 
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　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適
切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企
業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視す
ることにある。
連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による
重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算
書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に
又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性が
あると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業
的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応し

た監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基
礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統
制を検討する。

・ 　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積り
の合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監
査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性
が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報
告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類
の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められてい
る。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、
企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連
結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・ 　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な
監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。
監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別
した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事
項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守
したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減
するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき
利害関係はない。

以　上
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会計監査人の監査報告書　謄本

独 立 監 査 人 の 監 査 報 告 書
2023年5月10日

共 同 印 刷 株 式 会 社
取締役会  御中

監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、共同印刷株式会社の2022年4月1日から
2023年3月31日までの第143期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等
変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示してい
るものと認める。
監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査
の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当
監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人とし
てのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証
拠を入手したと判断している。
その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成
し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及
び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人
はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、そ
の他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか
検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか
注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、そ
の事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作
成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

仰 星 監 査 法 人
東京事務所
指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士　川　﨑　　　浩 

指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士　野　口　哲　生 
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　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切
であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企
業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視す
ることにある。
計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重
要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等
に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は
集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると
判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業
的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応し

た監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基
礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統
制を検討する。

・ 　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積り
の合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査
証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が
認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告
書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記
事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人
の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継
続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書
類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別
した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事
項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守
したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減
するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査役会の監査報告書　謄本

監査報告書

　当監査役会は、2022年4月1日から2023年3月31日までの第143期事業年度の取締役の職務の執行に
関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告
いたします。

1.　監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報

告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じ
て説明を求めました。
各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取

締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努める
とともに、取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況につい
て報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所におい
て業務及び財産の状況を調査いたしました。
また、事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するた

めの体制、その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なも
のとして会社法施行規則第100条第1項及び第3項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及
び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）については、取締役及び使用人等から
その構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたし
ました。なお、財務報告に係る内部統制については、取締役等及び仰星監査法人から当該内部統制の
評価及び監査の状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。事業報告に記載されてい
る会社法施行規則第118条第3号イの基本方針及び同号ロの各取組みについては、取締役会その他に
おける審議の状況等を踏まえ、その内容について検討を加えました。子会社については、子会社の取
締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けまし
た。
以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書について検討いたしまし

た。
さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ適正な監査を実施しているかを監視及び検証する

とともに会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第
131条各号に掲げる事項）を適切に整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。
以上の方法に基づき、当該事業年度に係る計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計

算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、
連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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2.　監査の結果
(1)　事業報告等の監査結果

一　 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと
認めます。

二　 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認めら
れません。

三　 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制
システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、財務報告に係る内
部統制を含め、指摘すべき事項は認められません。

　　 今後とも、当社グループの独占禁止法の遵守を含むコンプライアンス体制の一層の整備と活動
の推進等にむけた取り組みについて、確認してまいります。

四　 事業報告に記載されている会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基
本方針については、指摘すべき事項は認められません。事業報告に記載されている会社法施行
規則第118条第3号ロの各取組みは、当該基本方針に沿ったものであり、当社の株主共同の利
益を損なうものではなく、かつ当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではないと認め
ます。

(2)　 計算書類及びその附属明細書の監査結果  
会計監査人　仰星監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3)　 連結計算書類の監査結果  
会計監査人　仰星監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

　2023年5月31日

（注）監査役德岡卓樹および監査役古谷昌彦は、会社法第2条第16号に定める社外監査役であります。

以　上　　

共同印刷株式会社　監査役会
監 査 役（常 勤) 塩　澤　幹　彦 ㊞
監 査 役（常 勤) 秋　元　秀　夫 ㊞
監 査 役 德　岡　卓　樹 ㊞
監 査 役 古　谷　昌　彦 ㊞

監査報告書

78



↑至巣鴨

←至大塚

至上野→

至神保町 ↓

東京ドーム

春日駅

後楽園駅

北陸

瀧野川信金

小石川植物園

白山２丁目

セブン-イレブン

小石川
白山教会

チャイルド本社

りそな

スーパー三徳
セブン-
イレブン

播磨坂スタジオ

三井住友

都営三田線

ダイエー

きら
ぼし

文京区役所
シビックセンター

マクドナルド
竹早
テニス
コート

茗荷谷駅 小石川４丁目

東京メトロ丸ノ内線

小石川局

春日通り

源覚寺
（こんにゃくえんま）

白山駅
白山通り

千川通り

千川通り

播
磨
坂
桜
並
木

都
営
大
江
戸
線

Ｎ

東京
メト
ロ南
北線

株主総会会場

共同印刷株式会社本社 

１

A６

A１

A５

４b

６
8

株 主 総 会 会 場 ご 案 内 図

共同印刷株式会社

共同印刷株式会社本社１階ホール

電車

バ ス

東京都文京区小石川四丁目14番12号
電話：03－3817－2111（代）

「茗荷谷駅」より徒歩約12分　●	東京メトロ丸ノ内線「１」番口
「白山駅」より徒歩約12分　●	都営三田線「A１」番口
「後楽園駅」より徒歩約15分　●	東京メトロ丸ノ内線「４b」番口　●	東京メトロ南北線「８」番口
「春日駅」より徒歩約15分　●	都営三田線「A５」または「A６」番口　●	都営大江戸線「６」番口
⃝JR「大塚駅」南口より[上60]	上野公園行バスにて約10分「白山２丁目（共同印刷前)」下車
⃝JR「大塚駅」南口より[都02]	錦糸町駅前行バスにて約10分「小石川４丁目」下車

※当会場には専用駐車場・駐輪場がございません。公共交通機関のご利用をお願い申しあげます。

会　場

交通の
ご案内




